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丸
本
か
ら
武
蔵
屋
本

へ

1

近
松
世
話
浄
瑠
璃
二
十
四
編
制
定
の
過
程
ー

秋

本

鈴

史

丸本から武蔵屋本へ

一

近
松
没
後
、
約
二
百
六
十
年
。
そ
の
作
が
手
摺
に
掛
か
る
こ
と
が
な
く
な

っ
て
も

「
作
者
の
氏
神
」
と
謳
わ
れ
、
近
松
半
二
以
下

「近

松
」
を
名
乗
る
作
者
も
次
々
と
表
れ
る
。
数
多
く
の
改
作
も
の
が
歌
舞
伎
や
操
り
で
上
演
さ
れ
た
他
、
正
本
出
版
書
蝉
山
本
が
開
版
し
た

七
行
の
正
統
の
浄
瑠
璃
本
の
多
く
も
版
を
重
ね
、
版
株
が
山
本
か
ら
吉
川
宗
兵
衛

・
天
満
屋

(玉
水
)
源
治
郎

・
紙

屋
与
右
衛
門

・
加
島

(
1
)

屋
清
助
へ
と
移
動
し
て
も
重
版
さ
れ
続
け
、
江
戸
期
を
通
じ
て

「
読
み
」
継
が
れ
て
き
た
。

江
戸
期
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
名
声
に
も
関
わ
ら
ず
、
作
者

・
近
松
門
左
衛
門
の
名
を
も

っ
て
作
品
が
集
成
さ
れ
刊
行
さ
れ
る
の
は
、

明
治
以
後
の
こ
と
に
な
る
。
こ
の
翻
刻
や
注
釈
の
企
て
は
、
明
治
十
年
代
に
始
ま
り
、
大
正
十

一
年
の
近
松
二
百
年
忌
の
折
に
刊
行
さ
れ

た
三
種
の
近
松
全
集
を
は
じ
め
と
し
、
今
日
に
至
る
ま
で
陸
続
と
し
て
続
く
。
近
松

の
筆
勢
が
現
在
に
も
生
き
続

け
て
い
る
こ
と
の
何
よ

り
の
証
左
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ほ
ど
翻
刻
や
注
釈
が
繰
り
返
さ
れ
た
現
在
に
お
い
て
も
、
な
お
近
松
作
の
作
品
を
確
定
で
き
な
い
と
い
う

一17一



文林 二十二号

問
題
も
残
す
。

こ
の
こ
と
が
ま
た
近
松
全
集
の
刊
行
を
何
度
も
繰
り
返
す
要
因
の

一
つ
に
も
な

っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
上
演
を
第

一
の
目
的
と
す
る
芝
居
興
行
の
申
で
の

「作
者
」
の
位
置
と
い
う
こ
と
に
関
係
す
る
こ
と
で
も
あ
り
、
今
後
な
お
考
究
し
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
問
題
で
あ
る
。
明
治
以
降
に
翻
刻
が
繰
り
返
さ
れ
る
も
う

一
つ
の
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
浄
瑠
璃
丸
本

の
活
字
化
の
問

題
で
あ
る
。

「語
り
」
の
為
の
節
章
や
胡
麻
点
の
施
さ
れ
た
丸
本
を
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
活
字
に
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
翻
刻
刊
行
す

る
側
が
い
か
な
る
姿
勢
で
翻
刻
に
あ
た
る
か
に
よ

っ
て
本
の
形
は
異
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が
近
松
が

い
か

に

「読
ま
れ
る
」
か
と

い
う
受
容
の
問
題
に
も
直
接
関
係
し
て
く
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
こ
の
浄
瑠
璃
丸
本
の
活
字
化
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
近
代
の
近
松
本
の
ま
と
ま

っ
た
翻
刻
と
し
て
は
最
も
早
い
と
さ
れ
る

「
武
蔵
屋
本
」
を
取
り
上
げ
、
世
話
浄
瑠
璃

二
十
四
編
が
集
成
さ
れ
る
過
程
を
中
心
と
し
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。
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二

(2
)

明
治
以
降
の
近
松
研
究
の
第

一
歩
は
武
蔵
屋
本
の
翻
刻
出
版
か
ら
始
ま
る
と
さ
れ
、
研
究
史
な
ど
で
も
必
ず
言
及
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ

だ
け
こ
の
武
蔵
屋
本
の
影
響
が
大
き
な
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
が
、
武
蔵
屋
本
自
体
の
研
究
と
な
る
と
決

し
て
豊
か
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
唯

一
の
ま
と
ま

っ
た
研
究
は
、
昭
和
十
五
年
に
刊
行
さ
れ
た

『武
蔵
屋

本
考

そ
の
他
』

(藤
木
秀
吉

氏
遺
稿
)
で
あ
ろ
う
。
実
業
界
に
身
を
置
く
か
た
わ
ら
に
書
か
れ
た
と
い
う
こ
の
書
は
、
自
ら
蒐
集
さ
れ
た
百
廿

余
巻
の
書
を
元
に
、
そ

は

や

し

た
み

じ

 の
出
版
の
跡
を
綿
密
に
跡
付
け
、
出
版
書
騨
武
蔵
屋
叢
書
閣
や
そ
の
主
人
の
早
矢
仕
民
治
の
業
績
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、



丸本から武蔵屋本へ

現
在

で
も
武
蔵
屋
本
に
関
す
る
最
も
信
頼
で
き
る
基
本
的
文
献
と
い
え
よ
う
。
本
稿
も
こ
の
藤
木
氏
の
書
に
拠
る
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
国

会
図
書
館
な
ど
に
蔵
さ
れ
た
書
を
改
め
て
調
査
し

「武
蔵
屋
本
」
の
意
義
を
再
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
武
蔵
屋
本
」
の
出
版
史
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
明
治
十
四

・
十
五
年
の

『近
松

著
作
全
書
』

(編
集
兼
出
版
人

丸
屋
善
七
)
か
ら

述

べ
る
の
が
順
序
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
後
に
考
え
る
こ
と
と
し
、
ま
ず
明
治
二
十
二
年
に
始
ま

る
狭
義
の
武
蔵
屋
本
に

つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

こ
こ
に
い
う
狭
義
の
武
蔵
屋
本
と
は
、
向
い
鳳
鼠
丸
散
ら
し
の
紙
表
紙
を
付
け
、
本
文
十
三
行
の
同

一
体
裁
を
持

つ
本
を
指
す
。
武
蔵

(
3
)

屋

で
は
近
松
以
外
に
も

「諸
名
家
戯
曲
傑
作
」
と
題
し
て
紀
海
音
や
竹
田
出
雲
な
ど
の
作
品
の
翻
刻
も
行
う
が
、

そ
の
事
業
の
中
心
が
近

松
本
の
翻
刻
に
あ

っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
明
治
二
十
二
年
十
月
の
「
天
智
天
皇
」
に
始
ま
り
、
明
治
二
十
九
年

一
月
の
「
天
鼓
」

「
傾

城
吉
岡
染
」
に
至
る
ま
で
の
、
五
十
六
作
品

(別
に
後
に
加
え
た

「金
平
法
問
謬
」
を
数
え
る
と
五
十
七
作
品
)
で
あ
る
。
そ
の
初
版
の
出
版
年

月

と
作
品
名
を
次
に
整
理
し
て
お
く
。

明
治
二
十
二
年

(三
作
)

天
智
天
皇

(十
月
)
・
十
二
段

(十

一
月
)

・
日
本
振
袖
始

(十
二
月
)

明
治
二
十
三
年

(十
二
作
)

百
日
曾
我

(二
月
)

・
恋
八
卦
柱
暦

(三
月
)

・
出
世
景
清

(一一万
)

・
関
八
州
繋
馬

(四
月
)

・
本
朝

三
国
志

(五
月
)

・
吉
野
都

女
楠

(八
月
)

・
蝉
丸

(十
月
)

・
伊
達
染
手
綱

(十
月
)

・
姫
山
姥

(十
月
)

・
心
中
重
井
筒

(十
月
)

・
今
宮
の
心
申

(十

一
月
)

・
最
明
寺
殿
百
人
女
璃

(十

一
月
)
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明
治
二
十
四
年

(二
十
二
作
)

国
性
爺
合
戦

(
一
月
)

・
隻
生
隅
田
川

(二
月
)

・
心
中
宵
庚
申

(二
月
)
・
心
中
天
の
網
島

(三
月
)

・
源

氏
烏
帽
子
折

(三
月
)

。
曾
根
崎
心
申

(三
月
)

・
心
中
二
枚
絵
草
子

(三
月
)

・
博
多
小

女
郎
波
枕

(三
月
)

・
傾
城
反
魂
香

(四
月
)

・
曾
我
会
稽
山

(五
月
)

・
雪
女
五
枚
羽
子
板

(五
月
)

・
堀
川
波
の
鼓

(七
月
)

・
心
中
万

年
草

(七
月
)

・
世
継
曾
我

(七
月
)

・
冥
途
の
飛
脚

(九
月
)

・
夕
霧
阿
波
鳴
戸

(九
月
)

・
鑓
権
三
重
帷
子

(十
月
)

・
山
崎
与
次
兵
衛
寿
門
松

(十
月
)

・
心
申
刃
は
氷
の
朔
日

(十

月
)

・
五
十
年
忌
歌
念
仏

(十
月
)

・
生
玉
心
中

(十

}月
)
・
女
殺
油
地
獄

(十

一
月
)

明
治
二
十
五
年

(十
一
作
)

卯
月
の
紅
葉

(
一
月
)

・
薩
摩
歌

(
】
月
)

・
長
町
女
腹
切

(
一月
)

・
淀
鯉
出
世
滝
徳

(
一
月
)

・
天
神
記

(三
月
)

・
傾
城
酒
呑

童
子

(四
月
)

・
信
州
川
中
島
合
戦

(六
月
)

・
百
合
若
大
臣
野
守
鏡

(七
月
)
・
卯
月

の
潤
色

(七
月
)

・
遊
君
三
世
相

(十

一
月
)

・
碁
盤
太
平
記

(十

】
月
)

明
治
二
十
六
年

(二
作
)

一
心
五
戒
魂

(四
月
)

・
国
性
爺
後
日
合
戦

(九
月
)

明
治
二
十
七
年

(
一
作
)

善
光
寺
御
堂
供
養

(四
月
)

明
治
二
十
八
年

(三
作
)

唐
船
噺
今
国
性
爺

(三
月
)

・
右
大
将
鎌
倉
実
記

(三
月
)

・
津
国
女
夫
池

(十
月
)
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明
治
二
十
九
年

(二
作
)

天
鼓

(
一
月
)
・
傾
城
吉
岡
染

(
一
月
)

こ
れ
だ
け
の
作
品
を
蒐
集
し
、
作
者
近
松
門
左
衛
門
の
名
を
も

っ
て
纒
め
て
刊
行
し
た
の
は
勿
論
江
戸
期
以
来
初
め
て
の
試

み
で
あ
る

が
、
そ
れ
だ
け
に
作
品
認
定
な
ど
に
は
い
く
つ
か
の
間
題
も
残
す
。
明
治
初
期
の
時
点
で
の
近
松
や
そ
の
作
品
に
つ
い
て
の
纒
ま

っ
た
資

料
と
な
る
と
、

『声
曲
類
纂
』
や

『外
題
年
鑑
』
な
ど
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
武
蔵
屋
も
こ
れ
ら
に
拠

っ
て
い
る
こ
と
は
、
広
告
欄

な
ど
の
引
用
図
書
の
記
載
に
よ

っ
て
知
れ
る
。
現
在
で
は
近
松
作
と
は
さ
れ
な
い

『右
大
将
鎌
倉
実
記
』
を
加
え
る
の
も
こ
う
し
た
事
情

に
よ
る
。

『声
曲
類
纂
』
の

『右
大
将
鎌
倉
実
記
』
の
項
に
は

「此
作
を
草
の
名
残
と
し
て
當
月
近
松
終
れ
り
」

と
す
る
が
、
明
治
二
十

八
年
に
刊
行
さ
れ
る
武
蔵
屋
本
で
は
、
題
名
の
下
に

「竹
田
出
雲
作
」
と
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
横

に
注
記
し
て

『声
曲
類
纂
』
の

記
事
を
引
い
た
後
に

「按
ず
る
に
没
後
出
雲
添
冊
し
て
署
名
せ
し
も
の
欺
」
と
し
て
、
近
松
作
の
扱
い
を
す
る
。
ま
た

『声
曲
類
纂
』
が

「
近
松
添
削
」
と
す
る

『善
光
寺
御
堂
供
養
』
に
つ
い
て
も
、
題
名
の
下
に
「
近
松
門
左
衛
門
添
削
」
と
し
て
、
近
松
作
品
と
し
て
扱
う
。

更
に

『伊
達
染
手
綱
』

(丹
波
与
作
待
夜
小
室
節
)
や

『恋
八
卦
柱
暦
』

(大
経
師
昔
暦
)
の
よ
う
に
、
武
蔵
屋
が

底
本
と
し
た
の
が
後
の

(
4
)

改
題
本
で
あ

っ
た
場
合
に
は
そ
の
題
名
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
。
こ
の
影
響
は
大
き
く
、
明
治
期
に
は
多
く
こ
れ
ら
題
名
が
踏
襲
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、
近
松
当
時
の
題
名
が

一
般
的
に
な
る
の
に
は
水
谷
不
倒
氏
の

『近
松
傑
作
全
集
』
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

さ
て
、
武
蔵
屋
の
近
松
本
の
翻
刻
は
右
に
整
理
し
た
五
十
六
種
に
尽
き
る
の
で
あ
る
が
、
現
存
す
る
本
の
関
係
は
か
な
り
複
雑
で
錯
綜

し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
複
雑
な
諸
本
の
関
係
は
、
短
期
間
に
繰
り
返
さ
れ
た
度
重
な
る
重
版
と
出
版
す
る
に
際
し
て

一
部
で
用
い
ら
れ

た
合
巻
形
式
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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ま
ず
重
版
の
問
題
を
見
て
み
る
と
、

「結
局
は
損
失
に
畢

っ
た
」

(内
田
魯
庵
講
演
・
「歌
舞
演
劇
講
話
」
所
収
)
と
さ
れ
る
武

蔵
屋
本
で

は
あ
る
が
、
再
版

・
三
版
は
い
う
に
及
ば
ず
、
六
版

・
七
版
を

重
ね
る
も
の
も
あ
る
な
ど
、
確
か
に

コ
買
れ
る
に
は
費
れ
た
」
(前
掲
書
)

(
5

)

の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
重
版
が
、
武
蔵
屋
本
の
出
版
の
最
盛
期
で
あ
る
明
治
二
十
四
年
か
ら
二
十
五
年
に
集
中
す
る
。
再
版
と
三
版
に

限

っ
て
み
て
も
、

二
十
三
年
に
は
再
版
が
六
点
、
三
版
は
二
点
で
あ
る
が
、
二
十
四
年
に
は
再
版
が
十
点
、
三
版

が
三
点
に
増
加
し
、

二

十
五
年
に
な
る
と
再
版
は
二
十
点
、
三
版
も
九
点

に
も
及
ぶ
。
と
こ
ろ
が
二
十
六
年

に
は
再
版
が
三
点
、
三
版
が

四
点
に
な
る
な
ど
、
二

十
六
年
以
降

に
な
る
と
、
新
刊
点
数
も
少
な
く
な
る
と
共
に
、
こ
れ
ら
重
版
も
急
激
に
そ
の
数
を
減
じ
る
。
こ
の
よ
う
に
短
期
間
の
内
に

次
々
と
再
版

・
三
版
と
版
を
重
ね
、
そ
の
上
に
版
を
改
め
る
度
に
表
紙
の
色
を
変
え
る
と
い
う
こ
と
を
行

っ
た
為
、
武
蔵
屋
本
の
諸
本
の

関
係
が
錯
綜
す
る
こ
と
に
な
る
。
が
、
同
時
に
こ
れ
ら
の
出
版
の
跡
を
整
理
し
て
み
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
新
刊
書

・
重
版
書
が
重
な
り
あ

う
武
蔵
屋
叢
書
閣
の
明
治

二
十
四

・
二
十
五
年
当
時
の

一
種
緊
迫
し
た
熱
気
が
伝
わ

っ
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。
で
は
こ
れ
ほ
ど
の
熱
意
を

近
松
本
の
出
版
事
業
に
注
ぐ
こ
と
に
な
る
背
景
は
何
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
二
十
六
年
以
降
急
激
に
そ

の
熱
が
冷
め
て
い
く
の

は
ど
う
し
て
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
を
考
え
る
前
に
、
武
蔵
屋
本
の
出
版
の
跡
を
複
雑
に
し
て
い
る
も
う

一
つ
の
要
因
で
あ
る
合
巻
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
た

い
。
こ
こ
に
い
う
合
巻
形
式
と
は
二
点
、
或
い
は
三
点
の
作
品
を

一
冊
に
綴
じ
て
刊
行
す
る
こ
と
を
い
う
が
、
武
蔵
屋
本
五
十
六
点
の
内

の
過
半

(初
版
時
で
三
十
四
点
)
が
こ
の
合
巻
形
式
で
刊
行
さ
れ
る
。
し
か
も
そ
の
組

み
合
わ
せ
が

一
定

で
は
な
く
、
重
版
時
に
変
わ
る
場

合
が
多
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
合
巻
は
二
十
三
年
十
月
の

「蝉
丸

・
伊
達
染
手
綱
」
に
始
ま
る
が
、
こ
の
合
巻
も
後
に
そ
の
組

み
合
わ

せ
が
変
わ
り

「蝉
丸
」
は

「
源
氏
烏
帽
子
折
」
と
、

「
伊
達
染
手
綱
」
は

「
心
中
重
井
筒
」
と
の
合
巻
と
な
る
。
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武
蔵
屋
が
こ
う
し
た
合
巻
形
式
を
採
用
す
る
理
由
と
し
て
は
、
こ
の
近
松
の
叢
書
を

一
冊
七
銭
と
い
う
均

一
価
格
で
販
売
す
る
と
い
う

方
針
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
浄
瑠
璃
は
時
代
の
変
遷
や
、
興
行
形
式
の
変
化
な
ど
も
あ

っ
て
作
品
に
よ

っ
て
分
量
が

相
違
す
る
。
こ
れ
を

一
行
四
十
字
、

一
頁
十
三
行
と
い
う
決
ま

っ
た
形
で
活
字
に
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
作
品
に
よ

っ
て
頁
数
に
ば
ら
つ

き
が
で
て
く
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
こ
れ
を
同
じ
価
格

で
販
売
す
る
為
に
取
ら
れ
た
の
が
、
こ
の
合
巻
形
式
で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

「蝉
丸
」
は
三
十
八
頁
、

「伊
達
染
手
綱
」
は
四
十
頁
で
あ
り
、
こ
の
前
に
刊
行
さ
れ
た

「
関
八
州
繋
馬
」

の
八

十
七
頁
、

「本
朝
三
国
志
」
の
六
十
五
頁
、

「吉
野
都
女
楠
」
の
五
十
九
頁
に
比

べ
る
と
、

一
冊
と
す
る
に
は
分
量
が
や
や
足
り
な
い
と

判
断
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
合
巻
形
式
を
と
る
前

に
は

「恋
八
卦
柱
暦
」
の
よ
う
に
三
十
九
頁
で

一
冊
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
も
存
在
す
る

が
、

「蝉
丸

・
伊
達
染
手
綱
」

の
合
巻
出
版
以
後
、
武
蔵
屋
本
の
最
末
期
を
除

い
て
、
頁
数
の
比
較
的
少
な
い
作
が
合
巻
と
し
て
出
版
さ

れ
て
い
る
。
但
し
合
巻
と
な

っ
て
も
頁
付
け
は
各
作
品
で
独
立
し
て
お
り
、
こ
れ
が
後

の
組

み
変
え
や
集
成
に
役
立

つ
こ
と
に
な
る
。

合
巻
が
均

一
価
格
で
の
販
売
の
為
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
ど
う
し
て
そ
の
組
み
合
わ
せ
を
後
に
変
え
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
二
十
四

.
二

十
五
年
当
時
の
武
蔵
屋
の
出
版

へ
の
驚
く
べ
き
熱
意
と
共
に
、
こ
の
問
題
も
武
蔵
屋
本
を
考
え
る
上
で
の
重
要
な

問
題
点
に
な
ろ
う
。
そ

し
て
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
く
鍵
が
、
所
謂

「世
話
物
」
の
浄
瑠
璃
の
集
成
と
い
う
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

明
治
二
十
四
年

・
二
十
五
年
の
出
版
の
多
く
が
、
合
日
我
々
が
分
類
し
て
い
う
と
こ
ろ
の

「世
話
物
」
の
浄
瑠
璃

で
あ

っ
た
こ
と
は
、

そ
の
出
版
の
跡
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た

「世
話
物
」
は

一
般
に

「時
代
物
」
に
比

べ
て
頁
数
が
少
な
い
為
、
合
巻
形
式
で
刊
行

さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
し
か
し

「
世
話
物
」
を
集
め
よ
う
と
す
る
意
図
が
当
初
か
ら
あ

っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
少
な
く
と
も
そ
れ
が

明
確
な
形
で
表
れ
る
の
は
、
明
治
二
十
四
年
の
半
ば
頃
で
は
な
か

っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。明
治
二
十
三
年
十
月
の

「
揮
丸

.
伊
達
染
手
綱
」
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に
続
く
合
巻
は
、

「嬉
山
姥

.
心
中
重
井
筒
」

(二
十
三
年
十
月
)
で
あ
り
、
「
今
宮
の
心
中

・
最
明
寺
殿
百
人
女
薦
」
(
二
十
三
年
十

一
月
)、

「隻
生
隅
田
川

・
心
中
宵
庚
申
」

(二
十
四
年
二
月
)
、

「
心
中
天
の
網
島

・
源
氏
烏
帽
子
折
」

(二
十
四
年
三
月
)
と
続
く
。
が
、
こ
れ
ら

は
ま
だ
い
ず
れ
も
所
謂

「時
代
物
」
と

「
世
話
物
」
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ

っ
た
。

「世
話
物
」
が
合
巻
と
し
て
集
ま
る
の
は

「
心
中
天
の
網
島

・
源
氏
烏
帽
子
折
」
に
続

い
て
出
版
さ
れ
る

「
曾
根
崎
心
中

・
心
中
二
枚

絵
草
子

.
博
多
小
女
郎
波
枕
」
(二
十
四
年
三
月
)
以
後
で
あ
る
。
こ
れ
が
三
作
の
合
巻
と
な
る
の
は
、
「曾
根
崎
心
中
」
が
十
九
頁

・

「
心

中
二
枚
絵
草
子
」
が
二
十
四
頁
と
極
端
に
頁
数
が
少
な
い
為
で
あ
ろ
う
。
以
降
、
二
十
四
年
七
月
の

「
堀
川
波
の
鼓

・
心
中
万
年
草
」
、

同
年
九
月
の

「
冥
途
の
飛
脚

・
夕
霧
阿
波
鳴
戸
」
、
同
年
十
月
の

「鑓
権
三
重
帷
子

・
山
崎
与
次
兵
衛
寿
門
松
」
、
同
年
十
月
の

「心
中

刃
は
氷
の
朔
日

.
五
十
年
忌
歌
念
仏
」
、
同
年
十

一
月
の

「
生
玉
心
中

・
女
殺
油
地
獄
」
と
、
現
在

「世
話
物
」

と
分
類
さ
れ
る
さ
れ
る

作
品
が
合
巻
の
形
で
次
々
と
出
版
さ
れ
る
。

勿
論
こ
れ
だ
け
の
作
品
を
短
期
間
で
出
版
す
る
に
は
、
そ
れ
だ
け
の
準
備
が
事
前
に
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
二

十
四
年
三
月
頃
に
武
蔵
屋
と
し
て

「世
話
物
」
を
集
め
る
と
い
う
新
た
な
方
針
が
立
て
ら
れ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
そ
れ
が
具
体
的
な

形
と
な

っ
て
表
れ
た
の
が
、
翌
明
治
二
十
五
年

]
月
の

『近
松
世
話
浄
瑠
璃

自
宝
永
七
年
至
享
保
七
年
』
と
い
う
合
冊
本
の
出
版
で
あ

っ
た
。
巻
頭
に
明
治
二
十
四
年
十
二
月
の
日
付
の
あ
る
識
語
を
持

つ
此
書
は
、

『外
題
年
鑑
』
な
ど
の
上
演
年
月
に
従
い
既
刊
の

「今
宮

の
心
中
」
よ
り

「
心
中
宵
庚
申
」
ま

で
十

一
作
の
後
期
の
近
松

「世
話
物
」
を
合
冊
す
る
。

題
名

に

「自
宝
永
七
年
至
享
保
七
年
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
残

っ
た
前
期
の

「
世
話
物
」
も
纒
め
て
刊
行
す
る
予
定
を
持

っ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
『近
松
世
話
浄
瑠
璃
』
の
第

一
集
の
刊
行
と
前
後
し
て
、
二
十
五
年

一
月
に
は

「卯
月
の
紅
葉

・
薩
摩
歌
」
と

「
長
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町
女
腹
切

・
淀
鯉
出
世
滝
徳
」
の
合
巻
が
出
版
さ
れ
、
こ
こ
に
ほ
ぼ
近
松
の

「
世
話
物
」

の
出
版
を
終
え
る
。
世
話
浄
瑠
璃
の
第
二
集
で

あ
る

『近
松
世
話
浄
瑠
璃

自
元
禄
十
三
年
至
宝
永
五
年
』
が
出
版
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

『近
松
世
話
浄
瑠
璃
』
の
第
二
集
は
内
表
紙
に

「
近
松
世
話
浄
瑠
璃

全
」
と
記
し
、
巻
頭

に
不
知
庵
主
人
内

田
魯
庵
の
長
文
の
近
松

　

コ

　

を
讃
え
る
序
文
を
載
せ
、
凡
例
に
続
い
て
第

一
集

の
十

一
編
を
含
む
二
十
三
編
の

「世
話
浄
瑠
璃
目
録
」
を
載
せ

る
。
近
松
の
「世
話
物
」

を
集
成
し
た
と
い
う
自
負
が
窺
え
る
自
信
の
本
で
あ

っ
た
。
奥
書

に
は

「
明
治
廿
五
年
四
月
四
日
印
刷
」
明
治
廿

五
年
四
月
八
日
出
版
」

と
あ
る
。

こ
う
し
て
近
松
の

「世
話
物
」
が
集
成
さ
れ
て
く
る
と
、
先
に
刊
行
し
た

「時
代
物
」

「世
話
物
」
を
組
み
合
わ
せ
た
合
巻
が
気
に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
重
版
を
出
す
際
に

「
世
話
物
」
の
み
を
纒
め
る
よ
う
に
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
の
変
更
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
先

に
も
述

べ
た
よ
う
に

「蝉
丸

・
伊
達
染
手
綱
」
の
合
巻
は
、

「
心
中
重
井
筒

・
伊
達
染
手
綱
」
と
い
う

「世
話
物
」
の
合
巻
と
、

「
源
氏

烏
帽
子
折

・
蝉
丸
」
と
い
う

「
時
代
物
」
の
合
巻
に
分
け
ら
れ
る
。
同
じ
よ
う
に
、

「姫
山
姥

・
心
中
重
井
筒
」
が

「心
中
重
井
筒

.
伊

達
染
手
綱
」
と

「姫
山
姥
」
(単
冊
・
五
十
三
頁
)
に
、
「今
宮
の
心
中
・最
明
寺
殿
百
人
女
脇
」
が

「今
宮
の
心
中

・
卯
月
の
潤
色
」
と

「
最

明
寺
殿
百
人
女
脇
」
(単
冊
・
四
十
頁
)
に
、
「隻
生
隅
田
川

・
心
中
宵
庚
申
」
が

「
心
申
天

の
網
島

・
心
中
宵
庚
申
」
と

「隻
生
隅
田
川
」

(単
冊

・
五
十
五
頁
)
に
、

「
堀
川
波
の
鼓

・
心
中
万
年
草

・
世
継
曾
我
」
が

「堀
川
波

の
鼓

・
心
中
万
年
草
」

と

「世
継
曾
我

・
金
平

法
問
課
」
に
、

「卯
月
の
潤
色

・
百
合
若
大
臣
野
守
鏡
」
が

「
今
宮
の
心
中

・
卯
月
の
潤
色
」
と

「
百
合
若
大

臣
野
守
鏡
」

(単
冊
.
四

十
六
頁
)
に
と
、
次
々
に
組
み
合
わ
せ
が
変
え
ら
れ
て
い
く
。
そ
し
て
こ
の
組
み
合
わ
せ
が
変
更

さ
れ
た

「世
話
物
」
の
合
巻
も
、
明
治

二
十
五
年
の
二
月
か
ら
八
月
と
い
う
短
い
期
間
に
相
次
い
で
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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明
治
二
十
四

.
二
十
五
年
の
武
蔵
屋
の
出
版
熱
が
こ
れ
ら

「
世
話
物
」

の
浄
瑠
璃
を
出
版
す
る
こ
と
を
中
心
と
す
る
こ
と
、
更
に
合
巻

の
組
み
合
わ
せ
の
変
更
も

「
世
話
物
」
を
集
成
し
よ
う
と
す
る
武
蔵
屋
主
人

・
早
矢
仕
氏
治
の
熱
意
の
表
れ
と
み
る
こ
と
で
、
ほ
ぼ
理
解

で
き
る
よ
う
に
思
え
る
。
管
見
す
る
機
会
の
あ

っ
た
同
志
社
大
学
蔵
の
武
蔵
屋
本

『近
松
世
話
浄
瑠
璃
』
の
第

一
集
に
は
、

一
枚

の
包

み

紙
が
挾
み
こ
ま
れ
て
い
る
。
殆
ど
拡
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
そ
の
包
み
紙
は
当
時
そ
の
ま
ま

の
白
さ
で
あ
る
。
そ
し

て
こ
れ
が
武
蔵
屋
の
記
念
す
べ
き

『近
松
世
話
浄
瑠
璃
』
の

「
第

一
集
」
を
包
ん
で
い
た
包
み
紙
で
あ

っ
た
。
内
題
と
同
じ
装
丁
で

「
近

松
世
話
浄
瑠
璃

自
宝
永
七
年
至
享
保
七
年
」
と
あ
る
左
右
に
は
、
時
の
経
過
を
思
わ
せ
る
や
や
滲
ん
だ
朱
で

「
詩
の
最
も
進
み
た
る
ド

ラ

マ
を
日
本
に
求
む
れ
ば
唯
此
近
松
世
話
浄
瑠
璃
あ
る
の
み
」
日
本
文
学
の
眞
相
を
知
ら
む
と
す
る
に
最
も
適
切
な
る
は
唯
此
近
松
世
話

(
6
)

浄
瑠
璃
あ
る
の
み
」
と
鮮
や
か
に
記
さ
れ
て
い
る
。

三

近
松
の
浄
瑠
璃
を

「
時
代
物
」
と

「世
話
物
」
に
分
け

「世
話
物
」
を
二
十
四
編
と
す
る
事
は
、
現
在

一
般
化

し
て
近
松
作
品
論
の
前

提
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
分
類
自
体
が
近
代
以
降
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
と
共

に
、

こ
の
こ
と
を
前
提
と
し

て
の
近
松
論
は
考
え
直
す
べ
き
と
す
る
意
見
も
出
さ
れ
て
い
る
(
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
日
本
文
学

第
七
巻

近
松
』
第
四
章
)
。
近
松
の
「世
話
物
」

二
十
四
編
が
選
定
さ
れ
る
過
程
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
十
七
年
十

一
月
に
民
友
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
塚
越
芳
太
郎

の

『拾
試
文
豪
」
第
七

巻

『近
松
門
左
衛
門
』
で

「社
会
的
戯
曲
」

と
し
て
二
十
四
曲
を
挙
げ
る
の
が
最
も
早
い
の
で
は
な
い
か
と
す
る
説

(諏
訪
春
雄
・
角
川
文

庫

『近
松
世
話
物
集
二
』
解
説
)
や
、
博
文
館
の

「帝
国
文
庫
』
の

『近
松
世
話
浄
瑠
璃
』

(明
治
三
十

一
年
六
月
)
や

「続
帝
国
文
庫
』
の
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『続
近
松
浄
瑠

璃
集
』

(明
治
三
十
二
年
二
月
)
で
ほ

ぼ
二
十
四
編
に
定
着
し
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
す
る
考

え

(
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
近

松
』

・
脚
注
)
が
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
も
の
が
現
在
ま
で
の
主
な
見
方
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
れ
ら
従
来
の
説
で
は
、
武
蔵
屋
本
の

『近
松
世
話
浄
瑠
璃
」
と
し
て
明
治
二
十
五
年

一
月
刊
の

「第

一
集
」
を
挙
げ
る
の
み
で
、
「
十

一
種
の
選
定
の
仕
方
を
み
る
と
、
す
で
に
近
松

の
世
話
浄
瑠
璃

の
内
容
に
対
す
る
確
固
と
し
た
考
え
が
成
立
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

推
定
さ
れ
る
」
(諏
訪
氏
・
前
掲
書
)
と
は
さ
れ
る
も
の
の
、

「
第
二
集
」

の
存
在
に
つ
い
て
は

一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

武
蔵
屋
が
明
治
二
十
五
年
四
月
の
時
点
で
集
成
し
た
近
松

の

「世
話
浄
瑠
璃
」
は
、
十

一
種
で
は
な
く
二
十
三
種
で
あ
る
。
確
か
に
ま

だ
現
在
い
う

「
二
十
四
編
」

に
は
な

っ
て
い
な
い
。
が
、
こ
の
時
点
で
の
二
十
三
種
は
、
現
在
分
類
し
て
い
う

「
近
松
世
話
浄
瑠
璃
」
の

「
二
十
四
編
」
の
中
に
含
ま
れ
る
二
十
三
種
に
そ
の
ま
ま
重
な
る
。
残
さ
れ
た

一
つ
は

「卯
月
の
潤
色
」
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の

「卯
月

の
潤
色
」
も
武
蔵
屋
の
手
に
よ
っ
て
、
明
治
二
十
五
年
七
月
に
刊
行
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
管
見
に
入
っ
た
武
蔵
屋
の

『近
松
世
話
浄
瑠
璃
』
の
第
二
集
は
ど
れ
も
、
目
録

に
載
る
の
が
二
十
三
編
で
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
本
文
に
は
目
録
に
な
い

「卯
月
の
潤
色
」
が
入

っ
て
い
る
お
り
、
第

一
集
と
合
わ
せ
て
既
に
二
十
四
編
が
集
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
目
録
に
二
十
三
編
が
載
せ
ら
れ
た
の
は
、
序
文
や
凡
例
の
日
付
で
あ
る
二
十
五
年
三
月
の
時
点
で
武
蔵
屋
の
刊
行
し
た

「
世
話
物
」

が
二
十
三
編
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

「
卯
月
の
潤
色
」
の
刊
行
は
、
先

に
も
述
べ
た
よ
う
に
そ
れ
か
ら
四
カ
月
後
の
七
月
の
こ
と
で
あ

る
。
武
蔵
屋
本
を
数
多
く
蒐
集
さ
れ
た
藤
木
氏
が
挙
げ
ら
れ
る

『近
松
世
話
浄
瑠
璃
』

の
第

二
集

に
も

「
卯
月
の
潤
色
」
が
入

っ
て
い
る

(藤
木
氏
・
前
掲
書
)
が
、
氏
は
こ
の
刊
行
年
月
日
の
矛
盾

に
つ
い
て
は
気
が
付
か
れ
な
か

っ
た
の
か
、
何
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
国
会
図

書
館
蔵
の

『近
松
肚
話
浄
瑠
璃
』
第
二
集
で
は
本
文
に

「卯
月
の
潤
色
」
が
あ
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
以
前

の
所
蔵
者
が
メ
モ
し
た
の
で
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あ
ろ
う
、
目
録
の

「卯
月
の
紅
葉
」

の
後
に
ペ
ン
書
き
で

「卯
月
の
潤
色
」
と
補

っ
て
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
『近
松
世
話
浄
瑠
璃
』
第
二
集
の
奥
書
は
「
明
治
廿

五
年
四
月
八
日
出
版
」

と
確
か
に
あ
る
。
こ
の
時
点
で
出
版
し
て
い
れ
ば

「卯
月
の
潤
色
」
が
入
る
こ
と
は
な
い
。
恐
ら
く
は
出
版
間
際

に

「卯
月
の
潤
色
」
の

丸
本
が
手
に
入
り
、
こ
れ
を

『近
松
世
話
浄
瑠
璃
』
の
第
二
集

に
加
え
る
べ
く
、
実
際
の
刊
行
を
延
引
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
第
二
集
の
凡
例
に
は
ま
ず

「
近
松
翁
が
世
話
浄
瑠
璃
は
元
禄
十
三
年
の
長
町
女
腹
切
に
始
ま
り
享
保
七
年

の
宵
庚
申
に
終
る
。
総

て
二
十
有
種
」
と
あ
り
、
続
い
て

「
本
扁
集
録
す
る
庭
二
十
三
種
。
他
に
卯
月
色
揚
二
十
五
回
忌
及
び
千
日
寺
心
中
あ
り
と
い
え
ど
も
未

だ
原
本
を
得
ざ
れ
は
之
を
省
き
つ

世
の
蔵
書
家
願
く
は
其
秘
本
の
謄
爲
を
本
舗
に
許
す
あ
ら
は
其
幸
や
大
な
り
」
と
記
す
。
こ
こ
に
い

う

コ
一十
五
回
忌
」
は

「笠
屋
三
勝
二
十
五
回
忌
」
で
現
在
は
紀
海
音
作
と
さ
れ
て
い
る
も
の
、

「
千
日
寺
心
中
」
は
助
六
劇
の
最
も
早

い
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

「大
坂

千

日
寺
心
中
」

(後
に
山
本
角
太
夫
や
都

一
中
な
ど
が
「蝉
の
ぬ
け
が
ら
」と
改
題
し
て
大
当
た
り
を
と
る
)

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
点
の
武
蔵
屋
で
は

「卯
月
の
潤
色
」

の
他
、
著
名
な

「
三
勝

・
半
七
」
劇
と

「揚
巻

・
助
六
」
劇
も
近
松
作

と
考
え
て
い
た
こ
と
が
よ
く
判
る
。
そ
の

一
つ
で
あ
る

「卯
月
の
潤
色
」
の
丸
本
が
見
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
事
情
は

「
卯
月
の
潤

色
」
の
出
版
に
際
し
て
付
さ
れ
た
次
の
識
語
に
よ

っ
て
知
れ
る
。

卯
月
の
潤
色
は
深
川
の
蔵
書
家
西
田
氏
の
秘
蔵

に
し
て
之
を
紹
介
せ
ら
れ
し
は
関
根
只
誠
先
生
な
り
。
麦

に
容
易
に
其
秘
本
を
上

梓
す
る
を
充
さ
れ
し
二
氏
の
好
意
を
謝
す
。

こ
の
識
語
に
は
、
や
は
り
稀
本
で
あ
り

一
部
脱
葉
の
ま
ま
先
に
上
梓
し
た

「夕
霧
阿
波
鳴
戸
」
が
、
鶴
澤
清
次
郎
氏
の
蔵
本
に
よ

っ
て

補
え
た
旨
も
記
し
、
末
尾
に

「
辰
年
七
月
編
者
識
」
と
あ
る
。

「辰
年
」
は
明
治
二
十
五
年
。
こ
の

「卯
月
の
潤
色
」

の
刊
行
は
間
違
い
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な
く
二
十
五
年
の
七
月
で
あ

っ
た
。

武
蔵
屋
叢
書
閣
の
主
人
、
早
矢
仕
民
治
が
丸
本
探
究
に
苦
心
し
た
こ
と
は
、
内
田
魯
庵
氏
が

「
時
文
偶
評
」

で

「
都
門
の
あ
ら
ゆ
る
蔵

書
家
は
固
よ
り
、
遠
く
人
を
京
阪
其
他
の
地
方
に
派
し
て
或
は
買
収
し
、
或
い
は
傳
爲
し
、
廣
く
異
本
を
蒐
め
」

と
記
し
て
い
る
こ
と
か

ら
も
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の

「卯
月
の
潤
色
」
は
稀
本
中
の
稀
本
で
あ

っ
た
。
現
在
も

「卯
月
の
潤
色
」
の
正
本
と
し
て

知
ら
れ
の
は
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
の
山
本
版
八
行
二
十
九
丁
本
の
み
で
、
他
に
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
の
奥
書
欠
の
八
行
本
が
知
ら

れ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
大
阪
中
之
島
図
書
館
本
が
こ
こ
に
い
う

「
蔵
書
家
西
田
氏
秘
蔵
」
の
本
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
中
之
島
本
の
表

紙
見
返
し
に

「
明
治
十
あ
ま
り
五
と
せ
と
い
ふ
年
の
春
表
装
を
更
め
破
れ
を
補
ひ
御
愛
高
の
文
庫
に
収
む
西
田
傳
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
知

れ
る
。

こ
の

「卯
月

の
潤
色
」
を
得
て
、
武
蔵
屋
は
刊
行
寸
前
で
あ

っ
た

『近
松
世
話
浄
瑠
璃
』
の
第
二
集
の
刊
行
を
延
期
し
、
こ
れ
を
加
え

る
こ
と
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。
但
し
、
既
に
出
来
上
が

っ
て
い
た
目
録
や
凡
例
は
そ
の
ま
ま
使

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
実
際
の
刊
行
は

(
7

)

「卯
月
の
潤
色
」
が

「百
合
若
大
臣
野
守
鏡
」
と
の
合
巻
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
二
十
五
年
の
七
月
頃
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

「東
京
新

報
」
の
二
十
五
年
七
月
五
日
に
は
、
早
矢
仕
民
治
が
こ
の
書
を
携
え
抱

一
庵
を
訪
れ
た
こ
と
を
記
す
。

抱

一
庵
主
人
昨
暑
熱
俄

に
加
は
る
午
下
任
意

の
文
を
取
り
、
罷
む
で
喫
茗

一
碗
せ
ん
と
す
る
時
刺
を
通
ず

る
も
の
あ
り
。
延
て
見

る
に
老
撲
閑
雅
の
人
哀
然
た
る

一
本
を
余
に
致
し
膝
を
進
め
て
日
ふ
。
先
生
余
が
十
年
の
丹
精
を
味

へ
よ
と
。
把
て
之
を
絡
く
に
、

ア
・
是
れ
巣
林
子

一
代
の
作
の
内
其
所
謂
世
話
物
大
概
を
網
羅
せ
る
も
の
問
は
ず
し
て
知
る
此
人
是
れ
叢
書
閣
主
人
早
矢
仕
民
治

氏
な
る
を

(中
略
)
弦
に
十
年
を
費
し
て
世
話
物
二
十
三
種
を
纂
め
、
わ
ず
か
に
卯

月
の
潤
色

(此
書
今
は
原
本
を
得
て
出
版
せ
り
)
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笠
屋
三
勝
茜
屋
半
七
二
十
五
回
忌
上
巻
、
助
六
千
日
寺
心
中
の
三
本
を
歓
く
を
憾
み
と
す
る
の
み
、
其
志
實

に
多
と
す
る
に
足
る
。

こ
こ
に

「世
話
物
二
十
三
種
」
と
い
い
、

「卯
月
の
潤
色
」
な
ど
の
三
本
を
欠
く
と
い
う
の
は
、
凡
例
に
記
さ
れ
た
事
を
そ
の
ま
ま
述

べ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

「卯
月
の
潤
色
」
に
つ
い
て

「
此
書
今
は
原
本
を
得

て
出
版
せ
り
」
と
注
記
す
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
早
矢

仕
民
治
が
持
参
し
た
本
は

「卯
月
の
潤
色
」
を
含
む
も
の
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
早
矢
仕
民
治
が
抱

一
庵
を
こ
の
時
期
に
訪
れ
る
の
も
、

「卯
月
の
潤
色
」
を
加
え
た
本
が
漸
く
で
き
あ
が
り
、
そ
れ
を
早
速
に
持
参
し
た
と
考
え
れ
ば
納
得
が
い
く
。

早
矢
仕
民
治
自
身
は
ま
だ
す
べ
て
の
近
松
の
「
世
話
物
」
を
翻
刻
し
終
え
た
と
は
思

っ
て
い
な
か

っ
た
に
せ
よ
、

こ
こ
に
武
蔵
屋
の

『近

松
世
話
浄
瑠
璃
』
が
世
に
出
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
現
在

い
う
と
こ
ろ
の

「世
話
浄
瑠
璃

・
二
十
四
編
」
と
見
事
に
合
致
す
る
の

で
あ
る
。

武
蔵
屋
の
近
松
本
の
出
版
が
、

こ
の
よ
う
に

「世
話
物
」
を
刊
行
す
る
こ
と
に
非
常
な
熱
意
を
燃
や
す
こ
と
で
活
気
付
い
て
い
た
の
で

あ

る
が
、
こ
の
嵐
が
過
ぎ
去
る
と
武
蔵
屋
の
熱
意
も
急
激
に
冷
め
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
だ
刊
行
し
て
い
な

い
近
松
の
浄
瑠
璃
が
か

な
り
の
数
に
上
る
こ
と
も
、
早
矢
仕
民
治
は
知

っ
て
い
た
に
違

い
な

い
。
し
か
し
そ
れ
を
刊
行
し
続
け
る
熱
意
は
既
に
な
か

っ
た
。
明
治

二
十
六
年
以
後
に
刊
行
さ
れ
た
の
は
僅
か
八
作

で
あ
り
、
そ
の
装
丁
の
質
も
最
盛
期
の
も
の
と
比
べ
る
と
明
ら
か

に
落
ち
る
。
二
十
八
年

に
刊
行
さ
れ
た

「
唐
船
噺
今
国
性
爺
」
と

「右
大
将
鎌
倉
実
記
」
は
頁
数
が
そ
れ
ぞ
れ
五
十
六
頁
と
七
十
四
頁
と

い
う
も
の
で
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
合
巻
と
し
て

一
冊
で
刊
行
さ
れ
た
。

武
蔵
屋
が
残
さ
れ
た
近
松
作
の
翻
刻
に
意
欲
を
失

っ
た
の
が
形
と
な

っ
て
表
れ
て
く
る
の
は
、
明
治
二
十
七
年

四
月
以
降
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
時
、
武
蔵
屋
で
は

『近
松
時
代
浄
瑠
璃

自
正
徳
五
年
十

一
月
至
享
保
四
年
四
月
』
を
出
版
す
る
。
既
刊
の
「
世
話
物
」
以
外
の
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浄
瑠
璃

の
集
成
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の

『近
松
時
代
浄
瑠
璃
』
の
第

一
集
に
は

「国
性
爺
合
戦
」
か
ら

「
本
朝
三
国
志
」
ま
で
の

七
作
を
合
冊
す
る
。
武
蔵
屋
は
こ
の
時
期
に
近
松
が
書
い
た
浄
瑠
璃
と
し
て
、
他

に
も

「聖
徳
太
子
絵
伝
記
」
や

「
日
蓮
上
人
記
」
な
ど

が
あ
る
こ
と
を

『声
曲
類
纂
』
の
記
載
で
十
分
承
知
し
て
い
た
。
が
、
合
冊
本
の
緒
言

で
こ
れ
ら
の
本
に
つ
い
て

「
末
だ
得
る
能
は
ず
」

と
し
て
集
成
本
の
刊
行
を
開
始
す
る
。

一
見

『近
松
世
話
浄
瑠
璃
』
の
合
冊
本
と
似
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
本
を
探
究
し
よ

う
と
す
る
熱
意
は
既
に
薄
れ
て
、
武
蔵
屋
本
の
出
版
の
幕
引
き
を
始
め
た
と
思
わ
れ
る
。

『近
松
時
代
浄
瑠
璃
』

の
第

二
集

の
刊
行
は
そ
れ
か
ら

一
年
半
後
の
二
十
八
年
十

一
月
。

「
自
享
保
五
年
八
月
至
享
保
七
年
十

一
月
」

の

「
讐
生
隅
田
川
」
か
ら

「右
大
将
鎌
倉
実
記
」
ま
で
の
六
作
を
合
冊
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
含
ま
れ
る
未
刊
の

「
日
本
武

尊
東
鑑
」

に
つ
い
て
は

「原
稿
の
都
合
を
以
て
是
れ
を
本
巻
に
収
む
る
こ
と
能
は
ず
」
と
す
る
。
続
く
第
三
集
は

二
巻
に
分
け
ら
れ
、
明

治
二
十
九
年
二
月
に
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
が
文
字
通
り
の
武
蔵
屋
本
の
幕
引
き
で
あ

っ
た
。

「
正
徳
五
年
八
月
以
前
之
作
」
を
蒐
め
る
こ

の
時
期
の
作
に
は
、
未
刊

の
も

の
が
最
も
多
か

っ
た
。
巻

一
に
は

「世
継
曾
我
」
か
ら

「
最
明
寺
殿
百
人
女
稿
」
ま
で
の
十

一
作
、
巻
二

に
は

「雪
女
五
枚
羽
子
板
」
か
ら

「天
神
記
」
ま
で
の
八
作
を
合
冊
に
す
る
。
こ
れ
に
は
、
先
に

「
新
編
大
和
文
範
」
と
い
う
別
の
叢
書

(
8
)

と
し
て
武
蔵
屋
が
刊
行
し
た
中

に
含
ま
れ
て
い
た

「金
平
法
問
諄
」
も
加
え
た
。
こ
こ
に
武
蔵
屋
が
明
治
二
十
二
年
よ
り
刊
行
し
て
き
た

近
松
の
浄
瑠
璃
、
五
十
六
編

(五
十
七
編
)
が
す
べ
て

『近
松
世
話
浄
瑠
璃
』
と

『近
松
時
代
浄
瑠
璃
』
と
い
う
合
冊
の
形
に
集
成
さ
れ
、

近
松
の
浄
瑠
璃
が

「
世
話
物
」
と

「時
代
物
」
と
い
う
名
称
で
、
二
つ
に
大
き
く
分
類
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

但
し
こ
れ
ら
の
合
冊
を
合
わ
せ
て
も
、
早
矢
仕
民
治
が
当
初
意
図
し
て
い
た
で
あ
ろ
う

「近
松
全
集
』
に
は
な
り
得
な
か

っ
た
。
武
蔵

屋
の
意
欲
の
大
半
は

「
世
話
物
」

の
翻
刻
に
向
け
ら
れ
、
志
し
半

ば

で
力
尽

き
た
形
と
な

っ
た
。
そ
れ
で
も
武
蔵
屋
本
は
よ
く

「読
ま
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れ
」
、
後
の
近
松
本
の
翻
刻
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
ま
た
近
代
に
お
け
る
近
松
翻
刻

・
研
究
の
嗜
矢
と
い
う
栄
誉
を
担
う
こ
と
に

も
な

っ
た
が
、
何
故
か
最
も
熱
意
を
込
め
た

「世
話
物
」
集
成
と
い
う
事
業
が
殆
ど
忘
れ
去
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

四

武
蔵
屋
叢
書
閣
が
近
松
の

「世
話
物
」
の
集
成
を
始
め
る
十
年
以
前
か
ら
、
そ
の
主
人
で
あ
る
早
矢
仕
民
治
は
浄
瑠
璃
木

の
出
版
に
携

わ

っ
て
い
た
。
そ
こ
で
民
治
の
こ
の
十
年
間
の
軌
跡
を
追
う
こ
と
で
、
武
蔵
屋
が

「世
話
物
」
出
版
へ
傾
斜
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
背
景

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

近
松
の
翻
刻
出
版
は
明
治
十
四
年
か
ら
始
ま
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
、
後

の
武
蔵
屋
と
密
接
な
関
係
を
持

つ
も
の
は

『近
松
著
作
全

(
9
)

書
』
と

「大
和
文
範
』
の
二
種
で
あ
る
。

『近
松
著
作
全
書
』
は
近
松

の
著
作
を
蒐
め
翻
刻
し
た
も
の
と
し
て
は
最
も
早
い
こ
と
で
知
ら

れ
る
書
で
、
二
冊
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
第

一
集
は
十
四
年
十

一
月
刊
行
、

「
け
い
せ
い
反
魂
香
」

「
百
日
曾
我
」

「
恋
八
卦
柱
暦
」
の
三

点
を
収
め
る
。
第
二
集
は
十
五
年
四
月
刊

で

「姫
山
姥
」

「心
中
重
井
筒
」

「本
朝
三
国
志
」
の
三
点
を
収
め
る
。
奥
書
に
は

「編
輯
兼

出
版
人

東
京
府
平
民

丸
屋
善
七
」
と
あ
る
。

『大
和
文
範
』
は
第
三
集

(更
に
後
に
は
追
加
二
巻
を
加
え
る
)
ま
で
刊
行
さ
れ
た
浄
瑠
璃
叢
書
。
第

一
集
は
十
四
年
四
月
、
第
二
集
は
十

五
年
三
月
、
第
三
集
は
十
五
年
十

一
月
の
刊
。
第

一
集
に
は

「仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
以
下
六
点
、
第
二
集
に
は

「
奥
州
安
達
原
」
以
下
六

点
、
第
三
集
に
は

「平
仮
名
盛
衰
記
」
以
下
六
点
を
翻
刻
す
る
。
こ
の
第

]
集
に
は
近
松
の

「
国
性
爺
合
戦
」
を
含
む
。
奥
書
に
は

「編

輯
兼
出
版
人

東
京
府
士
族

小
野
田
孝
吾
」
と
あ
る
。
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早
矢
仕
民
治
は
丸
善
の
創
始
者
早
矢
仕
有
的
と
縁
戚
関
係
に
あ

っ
た
。
こ
れ
が
丸
善
の
出
版
に
な
る

『近
松
著
作
全
書
』
と
民
治
を
結

び
つ
け
る
直
接
の
き

っ
か
け
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
経
緯
は
不
明
な
が
ら

『大
和
文
範
』
の
出
版
に
も
民
治
は
何
ら
か
の
形
で
携
わ

っ
た
と

思

わ
れ
る
。
内
田
魯
庵
の

「
時
文
偶
評
」
や
早
矢
仕
民
治
自
身
が
記
す

「凡
例
」
な
ど
が
、
こ
の
間
の
事
情
を

一
部
明
ら
か
に
し
て
く
れ

る
。
し
か
し
こ
の
明
治
十
年
代
の
近
松
本
の
翻
刻
は
、
後
の
武
蔵
屋
本
に
そ
の
ま
ま
は
連
続
し
な
い
。
繋
が
る
面
と
飛
躍
す
る
面
の
二
面

を
併
せ
持

つ
の
で
あ
る
。

ま
ず
連
続
性
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
こ
の
連
続
性
は

『近
松
著
作
全
書
』
に
収
め
ら
れ
た
六
点
の
作
品
が
、
後

の
武
蔵
屋
本
と

一
連
の

も

の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
所
に
最
も
顕
著
に
表
れ
る
。
具
体
的
に
は

『近
松
著
作
全
書
』
に
収
め
ら
れ
た
作
品
が
、
後
の
武
蔵
屋
本

に
お
い
て
い
ず
れ
も

「初
版
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
知
る
事
が
で
き
る
。
例
え
ば

「恋
八
卦
柱
暦
」

の

「再
版
」
本
の
刊
行

は
明
治
二
十
三
年
三
月
十
四
日
で
あ
る
が
、
そ
の

「
初
版
」
の
日
付
に
は

『近
松
著
作
全
書
』
の
刊
行
日
で
あ
る
明
治
十
四
年
十

一
月
十

(
10

)

日
と
記
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「丸
屋
善
七
」
の
出
版
に
な
る

『近
松
著
作
全
書
』
が
、
武
蔵
屋
で

「初
版
」
の
扱

い
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
過
程
に
つ
い
て
は
、
『
近

松
著
作
全
書
』
の
再
版
本
の
奥
書
の
中
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
明
治
二
十

一
年
五
月
に
刊
行
さ
れ
た

『近
松
著
作
全
書
』
の
再
版
本
は

先

に
刊
行
さ
れ
た
二
巻
を

一
冊
に
合
綴
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
奥
書
の

「編
輯
兼
出
版
人
」
は
初
版
と
同
じ
く

「丸
屋
善
七
」
と
あ

る
が
、

「発
行
所
」
と
し
て
は

「叢
書
閣
」

の
名
が
記
さ
れ
、
丸
善
の
住
所
も
叢
書
閣
と
同
じ

「神
田
区
宮
本
町

五
番
地
」
と
改
め
ら
れ

て
い
る
。

『近
松
著
作
全
書
』
の
出
版
の
権
利
な
ど
が
、

「丸
善
」
か
ら

「叢
書
閣
」
に
実
質

的

に
移
行

し
た

こ
と
を
示
す
と
思
わ
れ

る
。
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こ
の
連
続
性
を
よ
り
明
ら
か
に
示
す
の
は
、
武
蔵
屋
本
の
三
作
目

「
日
本

振
袖
始
」

(二
十
二
年
十
二
月
刊
)
に
載
せ
ら
れ
た
広
告
で
あ

る
。
こ
の
広
告
で
は

「近
松
門
左
衛
門
翁
著
」
と
し
て
武
蔵
屋
が
刊
行
し
た

「天
智
天
皇
」

「源
氏
十
二
段
」
を
挙
げ
る
の
に
続
き
、
「
近

松
著
作
全
書
第
二
巻
分
本
」
と
注
記
し
て

「姫
山
姥
」

「本
朝
三
国
志
」

「
お
ふ
さ
徳
兵
衛
心
中
重
井
筒
」
を
並

べ
る
。
即
ち
、
十
五
年

版
と
二
十
二
年
版
が
同
列
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
五
冊
は
い
つ
れ
も

「定
債
七
銭
」

「郵
税
二
銭
」
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に

『近
松
著
作
全
書
』
は
後

の
武
蔵
屋
本
と
直
接
結
び
付
く
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
同
じ
く
早
矢
仕
民
治
が

関
与
し
た
で
あ
ろ
う

『大
和
文
範
』

の
中
の

「
国
性
爺
合
戦
」
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
連
続
性
は
見
出
せ
な
い
。
武
蔵
屋
本
の

「
国
性

爺
合
戦
」
に
記
さ
れ
る

「
初
版
」
の
年
月
は
明
治
二
十
四
年

一
月

で
、

『大
和
文
範
』
を
も

っ
て

「初
版
」
と
い
う
扱
い
を
行
わ
な
い
。

こ
こ
に
早
矢
仕
民
治
の

『近
松
著
作
全
書
』
と

「大
和
文
範
』

へ
の
関
わ
り
方
の
相
違
を
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
叢
書
閣
が
引
き
継

い

だ
の
は

「近
松
本
」
の
出
版
で
あ
り
、
「浄
瑠
璃
叢
書
」
の
出
版
で
は
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
後
に
武
蔵
屋
も

「
新
編
大
和
文
範
」
な

ど
を
刊
行
し
近
松
以
外
の
浄
瑠
璃
翻
刻
に
も
意
欲
を
み
せ
る
が
、
少
な
く
と
も
叢
書
閣
を
設
立
し
丸
善
か
ら
独
立

す
る
の
は

「
近
松
本
」

の
出
版
を
意
図
し
て
の
こ
と
と
推
察
さ
れ
る
。

次
に
、
こ
れ
ら
明
治
十
年
代

の
出
版
と
後
の
武
蔵
屋
本
と
の
不
連
続
性
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
「
け
い
せ
い
反
魂
香
」

な
ど

『近
松
著
作
全
書
』

の
六
作
が
、
武
蔵
屋
本
で

「初
版
」
の
扱
い
を
さ
れ
る
こ
と
は
先
述
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
版
面
を
見
た

だ
け
で
も
後
の
武
蔵
屋
本
と
全
く
相
違
す
る
こ
と
に
気
付
く
。

『近
松
著
作
全
書
』
で
は
武
蔵
屋
本
に
な
い
匡
郭

が
あ
り
、
本
文
も
武
蔵

屋
本
よ
り

一
行
少
な
い
十
二
行
、

一
行
の
文
字
数
も
武
蔵
屋
本
よ
り
十
字
も
少
な
い
三
十
字
で
あ
る
。
そ
し
て
よ
り
重
要
な
事
は
、
翻
刻

方
針
が
全
く
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。
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『傾
城
反
魂
香
』
の
初
段
冒
頭
部
の
本
文
を
比
較
し
て
み
る
。
ま
ず
明
治
十
四
年
刊
の

『近
松
著
作
全
書
』
で
は

し
ろ

の
ち

ほ
と
し
ぎ
す
は
つ
ね

な
き

せ
い
ゆ
や
う
で
ん

白
き
を
後
と
花

の
雪
、

く

、

野
山
や
春
を
ゑ
か
く
ら
ん

聞
に
北
野
の
時
鳥
初
音
を
鳴
し
其
む
か
し
、

清
涼
殿
に
立
て

し
や
う
じ

ゑ

は
ぎ

と

は
ぎ

か
な
を
か

あ
と

ら
れ
し
は
ね
馬
の
障
子
の
絶
、

夜
こ
と
に
出
て
萩

の
戸
の
萩
を
く
ひ
し
も
金
岡
が
、

筆

の
す
さ
み
の
跡
た
へ
ず

つ
た
は
る
家

ぐ
ほ
こ
う

か

の

ト

も
と
の
ぶ

た
ん
せ
い

き
り
や
う

ち

や
う

よ
き

や
書
工
の
ほ
ま
れ
、

狩
野
四
郎
次
郎
元
信

丹
精
の
器
量
古
今
に
長
じ
、

心
ば

へ

能
男
ぶ
り
、

と
あ
る
の
に
対
し
、

「再
版
」
と
さ
れ
る
明
治
二
十
四
年
の
武
蔵
屋
本
で
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

し
ろ

の
ち

ゑ
が

ほ
と

も
ぎ
す
は
つ
ね

な
を

む
か
し
せ
い
り
や
う
で
ん

は
ね

し
ゃ
う
じ

素
き
を
後
と
花
の
雪
く

。
野
山
や
春
を
書
く
ら
ん
聞

に
北
野
の
時
鳥
初
音
を
哺
し
。
其
昔
清
涼
殿
に
立
ら
れ
し
擾
馬
の
障
子
の

よ

ご

と

は
ぎ

と

は
ぎ

く
ひ

か
な
を
か

す
さ

あ
と

つ
た

ぐ
な
こ
う

ほ

ま

れ

か

の

も

も
と
の
ぶ
た
ん

ゑ絶
、
夜
毎
に
出
て
萩
の
戸
の
萩
を
喰
し
も
金
岡
が
。
筆

の
耽

み
の
跡
た
へ
ず
傳
は
る
家
や
書
〒

の
名
誉
。
狩
野
四
郎
次
郎
元
信
丹

せ
い

き
り
や
う

ち
や
う

よ
き

精
の
器
量
古
今
に
長
じ
心
ば

へ
能
男
ぶ
り
。

こ
の
よ
う
に

『近
松
著
作
全
書
』
と
武
蔵
屋
本
は
、
翻
刻
方
針
も
異
な
る
全
く
別
の
本
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
従

っ
て

「
け
い
せ
い
反
魂

香
」
な
ど
六
点
が

「
再
版
」
と
名
付
け
ら
れ
武
蔵
屋
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
時
も
、
他
の
新
刊
書
と
同
じ
く
す
べ
て
新
た
に
作
り
直
さ
れ

た

の
で
あ
る
。
本
稿
第
二
章

に
列
挙
し
た
武
蔵
屋
本
の

一
覧
で
、
こ
れ
ら

『近
松
著
作
全
書
』
本
を

「
初
版
」
と
し
て
扱
わ
ず
に
除
外
し

た
の
も
こ
う
し
た
理
由
に
よ
る
。

武
蔵
屋
本
が
適
宜
漢
字
を
あ
て
る
の
に
対
し
、
明
治
十
四
年
の

『近
松
著
作
全
書
』
で
は
丸
本
の
文
字
使
い
の
ま
ま
の
翻
刻
で
あ
る
。

し
か
も

「
か
」
や

「
の
」
や

「れ
」
を
始
め
と
し
て
、
平
仮
名
の
多
く
が
丸
本
通
り
の
所
謂
変
体
仮
名
の
活
字
を
用
い
、

「
こ
と
」
の
よ

う
な
合
字
も
そ
の
ま
ま
活
字
化
し
て
い
る
。
ま
た
こ
う
し
た
原
本
通
り
の
翻
刻
で
あ
る
と
い
う
事
か
ら
、

『
近
松
著
作
全
書
』
の

「
け
い

せ
い
反
魂
香
」
の
底
本
が
、
八
行
六
十
丁
本
で
あ
る
こ
と
も
知
る
事
が
で
き
る
。
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民
治
が
武
蔵
屋
本
で
採
用
し
た
翻
刻
方
針
は
、
当
時
と
し
て
は
斬
新
な
も
の
で
あ

っ
た
。
明
治
十
年
代
の
丸
本
の
翻
刻
は

「近
松
著
作

全
書
』

に
み
る
よ
う
な
原
文
通
り
の
形
が
普
通
で
あ
る
。

『大
和
文
範
』
も
そ
う
で
あ
る
が
、
金
櫻
堂
か
ら
明
治
十
六
年
か
ら
刊
行
さ
れ

た
袖
珍
本
の

『絶
入
大
和
文
範
』
も
原
文
通
り
の
翻
刻
で
あ

っ
た
。
こ
の
形
は
明
治
二
十
年
代
に
も
受
け
継
が
れ
、
金
櫻
堂
が
武
蔵
屋
本

と
競
合
す
る
よ
う
に
刊
行
す
る
浄
瑠
璃
叢
書

『名
作
三
十
六
佳
撰
』
も
こ
の
翻
刻
方
針
に
従
う
。

但
し
弦

に
こ
れ
ら
翻
刻
に
共
通
す
る
興
味
深
い
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
こ
の
時
期
の
翻
刻
が
、
節
章
に
つ
い
て
省
略

す
る
基
本
的
態
度
を
持

つ
に
も
関
わ
ら
ず
、
二
つ
の
節
章
に
限

っ
て
こ
れ
を
残
す
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
二
つ
は

「
詞
」
と

「
κ
」

の
二
種

で
あ

っ
た
。

「詞
」
は
丸
本
の
記
載
に
従
い
本
文
の
右
横
に
小
さ
な
活
字
で

『詞
』
と
入
れ
ら
れ
、

「
竺
」
は
活
字
の
字
間
に

『
「』

の

記
号
を
入
れ
る
。

浄
瑠
璃

の
節
章
と
し
て
の

「詞
」
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
所
謂

「
せ
り
ふ
」
と
は
異
な
り
会
話
部
分
に
付
さ
れ
る
と
は
限
ら

な
い
が
、
会
話
部
分
の
近
く
に
付
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
従

っ
て
会
話
部
分
を
判
り
易
く
す
る
為
に
こ
れ
を
残
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推

定

さ
れ
る
。

「筑
」
は
三
味
線
の
手
な
ど
が
入
る
こ
と
を
表
す
。
こ
れ
を
残
し
た
理
由
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
こ
れ
が

「
ヲ

ク
リ
」

「
三
重
」
な
ど
の
節
章
と
共
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
場
面
転
換
の
箇
所
を
判
り
易
く
す
る
為
の
も
の
で
は
な
か

っ
た
か

と
思
わ
れ
る
。

浄
瑠
璃
と
し
て
の
節
章
と
い
う
見
地
か
ら
み
れ
ば
、

「
地
」
や

「
地
色
」

「色
」
な
ど
、
或
い
は

「
フ
シ
」
や

「
ヲ
ク
リ
」

「
三
重
」

な

ど
が
よ
り
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
を
す
べ
て
省
略
す
る
に
も
関
わ
ら
ず

「詞
」
と

「
竺
」
を
残
す
所

に
、
当
時
の

浄
瑠
璃
本
翻
刻
の
基
本
的
姿
勢
が
表
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

「
語
り
」
の
台
本
と
し
て
の
丸
本
か
ら
、

「読
み
物
」

と
し
て
の
活
字
本

へ
の
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一
つ
の
過
程
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
翻
刻
の
や
り
方
を
工
夫
し
た
の
も

『近
松
著
作
全
書
』
や

『大
和
文
範
』
が
最
初
で
あ

っ
た
か
も
し

れ
な
い
。
文
字
使
い
を
も
含
め
丸
本
的
な
も

の
を
ま
だ
残
す
も
の
で
は
あ

っ
た
が
、

一
つ
の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。

民
治
が
武
蔵
屋
本
で
取

っ
た
翻
刻
方
針
は
、

こ
の
方
向
性
を
よ
り
明
確
に
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

「
読
む
」
の
に
際
し
て
余
り
役
立

つ

と
は
思
え
な
い

「詞
」
や

「噴
」
を
取
り
除
き
、
よ
り

「意
味
」
を
重
視
し
て
漢
字
を
多
く
充
て
た
本
文
を
提
供
す
る
こ
と
に
し
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
こ
の
間
に
は
大
き
な
飛
躍
が
あ

っ
た
。
早
矢
仕
民
治
自
身
が
明
治
十
四

・
十
五
年
の

『近
松
著
作
全
書
』
と
の
連
続
性
を

強
く
意
識
し
て
い
た
と
し
て
も
、
こ
の
翻
刻
方
針
の
違
い
は
大
き
い
。
こ
の
間
の
事
情
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
民
治
が

『近
松
著
作

全
書
』
に
関
わ

っ
て
か
ら
、
二
十
二
年
に
再
び
近
松
本
の
刊
行
を
開
始
す
る
ま
で
の
五
～
六
年
の
空
白
期
間
が
聞
題
と
な
ろ
う
。
民
治
が

叢

書
閣
の
支
配
人
と
な
る
の
は
明
治
十
八
年
二
月
の
こ
と
と
さ
れ
る
が
(藤
木
氏

前
掲
書
)
、
二
十

一
年
の
六
月
に
は

『近
松
著
作
全
書
』

の
再
版
本
を
出
版
す
る
。
こ
の
間

に
民
治
は
、

『近
松
著
作
全
書
』
に
続
く
近
松
本
の
翻
刻
の
準
備
を
重
ね
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
そ
う
し
た
意
欲
の
現
れ
が
再
版
本
の
出
版
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の
出
版
か
ら
約

一
年
半
後
に
は
念
願
の
近
松
本
の
刊
行
を

開
始
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
第

一
作
目
に
は

「天
智
天
皇
」
が
選
ば
れ
た
が
、
そ
こ
で
は

『近
松
著
作
全
書
』
と
は
異
な
る
新
た
な
翻
刻
方

針
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
丸
本
に
漢
字
を
充
て
る
こ
と
は
、
本
文
を
解
釈
し
理
解
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
丸
本
を
原
本
の
ま
ま

活
字
に
す
る
よ
り
、
何
倍
も
の
労
力
を
必
要
と
す
る
。
苦
難
も
多
く
、
識
者
に
尋
ね
る
こ
と
も
繰
り
返
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
民
治
は
こ

の
五
～
六
年
の
間
に
近
松
作
の
丸
本
の
蒐
集
と
、
新
た
な
翻

刻
方
針

を
模
索
し
続
け
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て

「
天
智
天

皇
」
以
後
、
次
々
と
新
た
な
翻
刻
を
刊
行
す
る
こ
と
が
可
能

に
な

っ
た
の
も
、
こ
の
間
に
着
々
と
積
み
重
ね
ら
れ

て
き
た
蓄
積
が
あ

っ
た

か
ら
に
違
い
な
い
。

「傾
城
反
魂
香
」
な
ど
に
つ
い
て
、
武
蔵
屋
本
が

「再
版
」
と
し
な
が
ら
も
、
新
た
に
版
を
改
め
る
の
も
こ
う
し
た
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翻
刻
方
針

へ
の
自
信
が
あ

っ
て
の
こ
と
で
あ

っ
た
ろ
う
。

武
蔵
屋
本
の
刊
行
が
他
の
浄
瑠
璃
叢
書
を
凌
駕
し
て
、
読
書
人
の
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
る
の
も
、
こ
う
し
た

「読
み
易
い
」
本
文

を
提
供
す
る
新
た
な
翻
刻
方
針
が
世
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
読
者
の
大
き
な
反
響
が
、
出
版
人
早
矢
仕
民
治
を
刺
激

し
た
に
違

い
な
い
。
こ
う
し
た
相
互
作
用
が
、
武
蔵
屋
を
し
て

「世
話
物
」
の
刊
行

へ
と
駆
り
立
て
る
原
動
力
と
な

っ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『近
松
世
話
浄
瑠
璃
』

の
第
二
集
が
刊
行
さ
れ
て
間
も
な
い
、
明
治
二
十
五
年
八
月
三
十

一
日
発
免

の

「早

稲
田
文
学
」
第
二
十
二
号
の

「
時
文
評
論
」
の
欄
に
揚
載
さ
れ
た

「近
松
浄
瑠
璃
の
分
析
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

國
俗
が
近
松
作
を
賞
鑑
す
る
こ
と
は
今
に
は
じ
ま
り
た
る
こ
と
に
あ
ら
ね
ど
其
彼
を
美
と
す
る
所
以
は
此

一
二

一年
間

に
於

て
大

に
変
化
せ
り
昔
し
蜀
山
柳
亭
等
が
巣
林
子
を
よ
ろ
こ
ぶ
や
重
に
其
章
句
の
霊
妙
な
る
と
脚
色
の
巧
緻
な
る
と
を
眼
目
と
し
又
大
多

数
の
稗
史
好
き
が
彼
れ
を
愛
す
る
や
ま
た
重
に
こ
の
鮎
を
美
と
せ
り
き
さ
れ
ば
俗
の
所
謂
近
松
が
三
傑
作

は
総
て
時
代
物
の
中
よ

り
い
で
～
彼
の
腕
曲
の
中
に
自
然
の
雅
趣
あ
る
人
情
活
動
の
心
中
物
に
至
り
て
は
寧
ろ
第

二
位
に
置
か
れ

た
り
し
が
近
年
近
松
の

世
話
物
を
構
揚
す
る
者
漸
く
加
は
り
初
め
は
時
代
物
を
主
と
し
て
近
松
の
浄
瑠
璃
を
翻
刻
せ
し
叢
書
閣
も
後
に
は
熱
心
に
世
話
物

を
翻
刻
し
寛
に

一
・
二
の
作
を
除
く
の
外
殆
ど
悉
く
彼
れ
が
世
話
物
を
翻
刻
し
了
る
に
至
り

こ
こ
で
は

「世
話
物
」
評
価
の
変
遷
が
語
ら
れ
る
と
共
に
、
そ
れ
が

「此

一
・
二
年
間
に
於
て
大
に
変
化
せ
り
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
が
武
蔵
屋
本
の
出
版
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
付
く
。
以
前
は
浄
瑠
璃
は

「其
章
句
の
霊
妙
な
る
と
脚

色
の
巧
緻
な
る
と
を
眼
目
と
し
」
て
い
た
と
い
う
が
、
こ
れ
は
明
治
十
年
代
の
浄
瑠
璃
本
出
版
に
も

い
え
る
こ
と
で
あ
る
。

『近
松
著
作

全
書
』
の

「
凡
例
」
に
も

「浄
瑠
璃

の
戯
作

ほ
ど
世
に
名
文
は
あ
ら
じ
」
と
し
、
刊
行
の
底
意
は

「作
文
の
種
子
を
充
る
に
あ
る
也
」
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と
す
る
。

『大
和
文
範
』

に
つ
い
て
も
、
そ
の
題
名
の
中
に
既
に

「文
章
規
範
」
と
い
う
意
を
含
む
。
こ
う
し
た
浄
瑠
璃

に
対
す
る
姿
勢

が
近
時
変
化
し
、

「
時
代
物
」

の

「
国
性
爺
合
戦
」

「雪
女
五
枚
羽
子
板
」

「曾
我
会
稽
山
」
を
近
松
の
三
傑
作

(
『声
曲
類
纂
』
)
と
す

る
よ
う
な
従
来
の
見
方
が
変
わ
り
、

「腕
曲
の
中
に
自
然
の
雅
趣
あ
る
人
情
活
動
」
の

「
世
話
物
」
を
構
揚
す
る
者
が
増
え
て
き
た
と
い

う
。
こ
こ
で
は
こ
う
し
た
者
が
増
え
た
為
に
、
叢
書
閣
が

「世
話
物
」
を
熱
心
に
翻
刻
し
た
と
記
す
が
、
叢
書
閣
が

「世
話
物
」
を
刊
行

し
た
か
ら
こ
れ
を

「読
む
」
者
も
増
え
た
と
も
い
え
る
。
こ
れ
が
出
版
人
と
読
者
と
の
相
互
作
用
で
あ
る
。

二
十
二
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
武
蔵
屋
本
の
中
で
、
特
に
読
者
に
歓
迎
さ
れ

「
読
ま
れ
た
」
の
が
所
謂

「
世
話
物
」
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は

近
松
を
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ

ア
と
重
ね
て
論
じ
る
よ
う
な
、
当
時
の
時
代
風
潮
と
も
関
連
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
坪
内
遣
遙
が

『延
葛
集
』
で
近

松
を
本
格
的

に
論
じ
始
め
る
の
は
、
明
治
二
十
三
年
か
ら
二
十
四
年
に
か
け
て
の
頃
で
あ
り
、
饗
庭
篁
村
も
二
十
四
年
十
月
の

「早
稲
田

(
11

V

文
学
」
の
創
刊
よ
り

「
丹
波
与
作
」
の
評
釈
の
連
載
を
開
始
す
る
。
武
蔵
屋
が

「
世
話
物
」
の
出
版
に
奔
走
す
る
基
盤
は
既
に
出
来
上
が

っ
て
い
た
。
武
蔵
屋
が

「世
話
物
」
を
蒐
め
た
合
巻
を
刊
行
し
、

「世
話
物
浄
瑠
璃
」
集
成

へ
の
姿
勢
を
明
確
に
し
て
い
く
の
は
明
治
二

十
四
年
三
月
頃
で
あ
る
が
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
時
代
風
潮
の
真

っ
ロ
バ中
に
位
置
す
る
の
で
あ
る
。

『近
松
世
話
浄
瑠
璃
』
の
第
二
集
が
刊
行
さ
れ
「
世
話
物
」
が
集
成
さ
れ
る
頃
に
な
る
と
、
雑
誌
な
ど
で
論
じ
ら
れ
る
近
松
作
品
は

「世

話
物
」

一
色
と
な
る
。
先

の

「
早
稲
田
文
学
」
の

「近
松
浄
瑠
璃
の
分
析
」
で
も
、
竹
の
屋
主
人

・
饗
庭
篁
村
の

「
丹
波
与
作
」
の
評
論

に
触
れ
た
後
、

ま
た
顧
み
て
他
の
方
を
見
れ
ば

『
日
本
評
論
』
に
掲
げ
た
る
遣
遙
が
油
地
獄
の
漫
評
不
知
庵
主
人
が

『文
学

一
斑
』
中
の
天
の
網

島
の
細
評

『女
學
雑
誌
』
に
見
え
た
る
透
谷
子
が

『歌
念
佛
』

の
細
評

『青
年
文
學
』

の
心
中
万
年
草

『
中
央
學
術
雑
誌
』
の
重
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コ

　

　

ロ

　

帷
子
等

の
如
き
分
析
的
批
評
も
漸
く
起
り
や
が
て
盛
え
ん
と
す
る
傾
向
あ
り

と
、
近
松

「
世
話
」
浄
瑠
璃
が
各
所

で
論
じ
ら
れ
て
い
る
当
時
の
状
況
を
伝
え
る
。

民
治
は
明
治
二
十
五
年

↓
月
刊
の

『近
松
世
話
浄
瑠
璃
』
第
二
集
巻
頭
の

「
凡
例
」
の
末
尾
に
、
「
我
等
近
松
翁

浄
瑠
璃
の
印
行
に
志

し
て
十
年
を
過
ぐ
。
或
は
蔵
書
家
を
尋
ね
或
は
京
阪
に
求
め
、
故
紙
堆
裏
よ
り
拾
集
し
て
。
今
や
漸
く
に
此

「
近
松
世
話
浄
瑠
璃
」
を
完

成

す
る
に
到
り
ぬ
」
と
記
す
。
こ
こ
に
い
う

「
十
年
」
と
は

『近
松
著
作
全
書
』
刊
行
時
か
ら
の
月
日
で
あ
る
。

こ
の
間
に
お
け
る
民
治

の
様
々
な
苦
難
が
漸
く
実
を
結
ん
だ
こ
と

へ
の
感
慨
が
、
行
間
に
浴
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

五

近
松
作
品
は
武
蔵
屋
本
の
刊
行
に
よ

っ
て
広
く
世
に
流
布
す
る
こ
と
に
な
り
、
浄
瑠
璃
の
愛
好
者
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
新
た
な

「読

者
」
を
獲
得
す
る
こ
と
に
も
な

っ
た
。
こ
の

「
読
者
」

に
特
に
好
評
を
も

っ
て
迎
え
ら
れ
た
の
が

「世
話
物
」
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
武

蔵

屋
が
ど
の
よ
う
な
基
準
で
こ
の
二
十
四
編
を

「
世
話
浄
瑠
璃
」
と
し
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

武
蔵
屋
に
は
丸
本
の
翻
刻
出
版
に
関
し
、
種
々
の
助
言
を
し
た
識
者
が
い
た
こ
と
は
既
に
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
早
矢
仕
民

治
も

『近
松
時
代
浄
瑠
璃
』
の

「例
言
」
の
中
の

「弊
舗
院
本
翻
刻
に
従
事
し
て
以
来
屡
々
識
者
の
門
を
敲
き
て
益
を
乞

へ
り
」
と
記
し

て
い
る
。
武
蔵
屋
の

『近
松
世
話
浄
瑠
璃
』
も
こ
れ
ら
の
識
者

の
助
言
の
元
に
集
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
識
者

の
中

で
も
武
蔵
屋
と
特
に
密
接
な
関
係
を
持

っ
た
の
は
、
武
蔵
屋
の

『近
松
世
話
浄
瑠
璃
』
の
第
二
集
に
長
文
の
序
文

を
寄
せ
る
不
知
庵
主
人

・
内
田
魯
庵
で
あ
ろ
う
。
魯
庵
自
身
が
武
蔵
屋
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
と
し
て
は
、
毎
日
新
聞
に
明
治
二
十
九
年
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二
月
十
五
日
に
掲
載
さ
れ
た

「時
文
偶
評
」
が
知
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
は

「
余
は
叢
書
閣
主
人
を
以
て
明
治
の
讃
書
社
會
に
近

松
を
紹
介
せ
し
重
な
る

一
人
と
な
す
を
躊
躇
せ
ざ
る
な
り
」
と
叢
書
閣
主
人
早
矢
仕
民
治
の
業
績
を
高
く
評
価
し

て
い
る
も
の
の
、
具
体

的
な
関
わ
り
に
つ
い
て
は
何
も
触
れ
て
い
な
い
。
他
に
魯
庵
が
武
蔵
屋
本
に
つ
い
て
触
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
藤
木
氏
も
紹
介
さ
れ
て
い

る
大
正
十
二
年
に
催
さ
れ
た
近
松
二
百
年
忌
の
席
で
の
講
演
が
あ
る
。
高
野
辰
之
氏
が
こ
の
要
旨
を

記
録
し
て
い
る
が

(
「歌
舞
演
劇
講

話
』
)
、
こ
こ
で
は
魯
庵
氏
が
武
蔵
屋
本
に
つ
い
て

「随
分
間
違

い
も
あ

つ
て
高
野
君
な
ど
に
も
小
言
を
喰

つ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
コ
局

野
君
」
の
件
に
つ
い
て
は
、
高
野
氏
が

「私
な
ど
は
そ
の
頃
や
つ
と
十
三
四
歳
で
、
武
蔵
屋
本
は
十
七
八
歳
の
時

に
始
め
て
見
た
の
で
あ

る
」
と
否
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
武
蔵

屋
本
の
間
違
い

(丸
本
の
読
み
や
漢
字
の
誤
り
)
が
魯
庵
氏

に
向
か

っ
て
な
さ
れ
る
よ
う
巷

関
係
に
あ

っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

竹
の
屋
主
人
饗
庭
篁
村
も
、
内
田
魯
庵
と
並
ん
で
武
蔵
屋
本
に
関
与
し
た
こ
と
が
、
同
じ
魯
庵
氏
の
講
演

の
中

で
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

民
治
に
つ
い
て

「功
劣
は
功
劣

で
、
か
の
讃
み
に
く
い
偶
名
書
を
漢
字
に
す
る
丈
で
も
大
し
た
も
の
で
そ
う
學
問

の
な
い
男

で
あ

つ
た
か

ら
、

一
々
人
に
相
談
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
」
と
し
、

「饗
庭
篁
村
君
や
自
分
は
何
時
も
其
相
談
を
う
け
た

の
で
あ
る
」
(前
掲
書
)

と
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他

「卯
月
の
潤
色
」
の
伝
本
を
民
治
に
紹
介
し
た
関
根
ロバ
誠
も
、

『
近
松
時
代
浄
瑠
璃
』
の

「例
言
」
で

「厚
誼
を
辱
ふ
し
た
」

一
人
と
し
て
名
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
藤
木
氏
が
早
矢
仕
有
的
氏
の
嗣
子
の
早
矢
仕
四
郎
か
ら
民
治
の
こ
と
を
聞
き
書
き
し
た
折
に

名

の
出
る
幸
堂
得
知
な
ど
の
人
も
、
武
蔵
屋
本
の
出
版
に
助
言
を
与
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
世
話
物
」
が
集
成
さ
れ
る
具
体
的
な
経
緯
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
得
な
い
が
、
早
矢
仕
民
治
を
は
じ
め
こ
れ
ら
武
蔵
屋
本
の
出
版

一41一



文林 二十二号

に
関
与
し
た
人
達
自
身
は
、

「
世
話
物
」
の
範
囲
を
あ
ま
り
限
定
し
て
は
考
え
て
い
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

『近
松
世
話
浄
瑠
璃
』

の

二
冊
が
刊
行
さ
れ
た
時
点
に
お
い
て
も
、
他
に

「
三
勝
半
七
二
十
五
回
忌
」
や

「千
日
寺
心
中
」
が
近
松
の

「
世
話
物
」
と
考
え
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
り
、
近
松
の

「世
話
物
」
を
二
十
数
編
と
は
す
る
が
、

「
二
十
四
編
」
と
い
う
数
に
は
こ
だ
わ

っ
て
い
な
か

っ
た
。

明
治
二
十
九
年
二
月
に
書
か
れ
た

「
時
文
偶
評
」
で
、
内
田
魯
庵
は
直
前
の

一
月

に
刊
行

さ
れ
た
武
蔵
屋
本

の
最
後
の
翻
刻
で
あ
る

「傾
城
吉
岡
染
」
に
つ
い
て
、

叢
書
閣
最
近
の
出
板
の
戯
曲
叢
書
中
に

『傾
城
吉
岡
染
』
あ
り
。
正
徳
二
年
近
松
巣
林
子
六
十
歳
の
作
に
し
て
世
傳
ふ
る
塵
極
め

て
少
な
し
。
此
故
に
不
詮
索
な
る
研
究
者
は
之
を
史
的
戯
曲
の
中
に
列
す
れ
ど
も
本
と
純
な
る
史
的
戯
曲

に
あ
ら
ず
し
て
頗
る
世

話
浄
瑠
璃

の
形
を
具

へ
た
り
。

と
記
す
。

「史
的
戯
曲
」
と
い
う
言
葉
は
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
明
治
二
十
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
本
の
中
で
塚
越
芳
太
郎
が

「時
代
浄
瑠

璃
」

に
用
い
た
言
葉
で
あ
る
が
、
魯
庵
は

「
傾
城
吉
岡
染
」
は
こ
の

「
史
的
戯
曲
」

で
は
な
く

「世
話
浄
瑠
璃
の
形
を
具

へ
た
り
」
と
す

る
の
で
あ
る
。

「傾
城
吉
岡
染
」
が
、
も
し
明
治
二
十
五
年
以
前
に
刊
行
さ
れ
て
お
れ
ば
、

『近
松
世
話
浄
瑠
璃
』
に
収
め
ら
れ
た
可
能

性
も
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
武
蔵
屋
の
近
松

「世
話
物
」
の
集
成
に
最
も
関
与
し
た
で
あ
ろ
う
魯
庵
自
身
も
、

「世
話

浄
瑠
璃
」
を

コ
一十
四
編
」
と
は
考
え
て
い
な
か

っ
た
こ
と
が
こ
の
こ
と
か
ら
も
知
れ
よ
う
。

ま
た
同
じ
く
武
蔵
屋
本
の
出
版
に
関
与
し
た
饗
庭
篁
村
が
、
水
谷
不
倒
と
共
に
校
訂
し
た

『帝
國
文
庫
』

『続
帝
國
文
庫
』
の
近
松
浄

瑠
璃
集
の
刊
行
に
際
し
て
も
、
特
に

「世
話
物
」
二
十
四
編
に
は
こ
だ
わ

っ
て
い
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

『帝
國
文
庫
』

『続
帝
國
文

庫
』
で
は

『
近
松
時
代
浄
瑠
璃
』

(明
治
二
十
九
年
八
月
)

『近
松
世
話
浄
瑠
璃
』

(明
治
三
十
一
年
六
月
)

『続
近
松
浄
瑠
璃
集
』

(明
治
三
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十
二
年
二
月
)
の
三
冊
の
近
松
の
浄
瑠
璃
を
刊
行
し
た
が
、

「近
松
世

話
浄
瑠
璃
』
に
は
二
十
九
編
を
収
め
る
。
し
か
し
こ
の
巻
に
収
載

さ
れ
た
所
謂

「世
話
物
」
は
十
七
編
に
過
ぎ
ず
、

「
傾
城
酒
呑
童
子
」

「
日
本
振
袖
始
」
な
ど
武
蔵
屋
本
で

「時
代
浄
瑠
璃
」
と
さ
れ
て

い
る
十
二
編
を
含
む
。

篁
村
が
こ
れ
ら
を
含
め
て

「世
話
物
」
と
考
え
て
は
い
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、

「世
話
物
」
十
七
編
を
前
半
に
か
た
め
て
配

置
す
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
が
、

『帝
國
文
庫
』
が

『近
松
世
話
浄
瑠
璃
』
と
名
付
け
る
の
も

「世
話
物
を
中
心

と
し
た
」
と
い
う
程
度

の
こ
と
で
は
な
か

っ
た
か
と
思
え
る
。

「
心
中
宵
庚
申
」
な
ど

『帝
國
文
庫
』
の

『近
松
世
話
浄
瑠
璃
』

に
翻
刻

さ
れ
な
か

っ
た
残
り
の

七
編
の

「世
話
物
」
は

『続
近
松
浄
瑠
璃
集
』
に
収
載
さ
れ
る
。
が
、
こ
こ
で
は
特
に

「世
話
物
」
が
纒
め
ら
れ

る
こ
と
は
さ
れ
て
い
な

い
。
勿
論

『帝
國
文
庫
』
が
こ
う
い
う
形
に
な
る
の
に
は
、
丸
本
を
改
め
て
調
査
す
る
な
ど
の
別
の
事
由
も
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
篁

(
12

)

村
が

「世
話
浄
瑠
璃
」
の
選
別
に
あ
ま
り
拘
泥
し
て
い
な
か

っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

武
蔵
屋
本
の
出
版
に
関
与
し
た
人
達
が
こ
の
よ
う
に

「世
話
物
」
の
範
囲
に
こ
だ
わ

っ
て
い
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
の
に
対
し
、
武
蔵

屋
本
で
近
松
に
接
し
た
人
達
は

「
世
話
物
」
と
い
う
も
の
を
武
蔵
屋
本
の

『近
松
世
話
浄
瑠
璃
』
を
元
に
し
て
考

え
る
よ
う
に
な

っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

塚
越
芳
太
郎
は
明
治
二
十
七
年
十

一
月
民
友
社
か
ら

「拾
戴
文
豪
」
の
第
七
巻

『近
松
門
左
衛
門
』
を
刊
行
す
る
。
こ
の
書
で
塚
越
は

「近
松
門
左
衛
門
著
作
表
」
と
し
て
九
十
七
の
作
品
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
を

「著
作
の
性
質
」
で

「社
會
的
戯
曲
」

と

「
史
的
戯
曲
」

の
二

つ
に
大
別
し
た
。
作
品
は
著
作
年
代
順
に
並

べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
か
ら

「社
會
的
戯
曲
」
と
さ
れ
る
作
を
拾
い
あ
げ
る
と
、
武
蔵

屋
が

「世
話
浄
瑠
璃
」
と
し
て
集
成
し
た
作
と
悉
く

一
致
し
、
そ
の
数
は
二
十
四
と
な
る
。
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こ
の
二
十
四
編
の
中
に
は

「卯
月
の
潤
色
」
な
ど
、
当
時
武
蔵
屋
本
に
よ
る
以
外
に
見
る
こ
と
の
で
き
な
か

っ
た
本
が
含
ま
れ
て
い
た

所
か
ら
見
て
も
、
塚
越
も
武
蔵
屋
本
に
拠

っ
て
い
た
こ
と
が
十
分
想
定
さ
れ
る
。
内
田
魯
庵
は
先
の

「
傾
城
吉
岡
染
」
に
関
す
る
論
評
の

中
で

「
不
詮
索
な
る
研
究
者
は
之
を
史
的
戯
曲
の
中
に
列
す
れ
ど
も
」
と
述
べ
る
が
、
こ
れ
は
塚
越
芳
太
郎
を
指

す
の
で
あ
ろ
う
。
魯
庵

に
し
て
み
れ
ば
、
武
蔵
屋
の

『近
松
世
話
浄
瑠
璃
』

二
冊
に
お
さ
め
る
二
十
四
編
は
、
明
治

二
十
五
年
当
時
に
刊
行
で
き
た

「
世
話
物
」

を
集
成
し
た
に
過
ぎ
ず
、
そ
う
し
た
作
業
も
経
ず
に
人

の
成
果
に
基
づ
い
て

「社
會
的
戯
曲
」
と
い
う
よ
う
な
し
か

つ
め
ら
し
い
分
類
を

す
る
よ
う
な
輩
は

「
不
詮
索
な
る
研
究
者
」
と
写

っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。

山
田
美
妙
の

『評
註
日
本
浄
瑠
璃
叢
書
』
三
冊
も
武
蔵
屋
の

『近
松
世
話
浄
瑠
璃
」
の
直
接
の
影
響
下
に
あ
る
書
で
あ
る
。
こ
の
書
は

明
治
二
十
七
年
三
月
に
明
法
堂
よ
り
刊
行
さ
れ
る
が
、
後
の
明
治
三
十
年
頃
に
版
権
が
委
譲
さ
れ
た
の
か
、
他
の
本
屋
が
明
治
三
十
年
十

(
13

)

月
に
初
版
を
出
し
た
形
を
と
り
、
広
く
流
布
し
版
を
重
ね
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
書
は
近
松
の
浄
瑠
璃
四
十
種
に
評
註
を
加
え
た
も
の
で

あ
る
が
、
そ
の
巻
之

一
と
巻
之
二
は
そ
れ
ぞ
れ

「
世
話
物
十
二
種
」

「
世
話
物
十

一
種
」
と
し
た

「世
話
浄
瑠
璃

」
を
載
せ
る
。

こ
の
美
妙
の

「評
註
」
は
ま
と
ま

っ
た
近
松
の
注
釈
と
し
て
は
最
も
早
い
も
の
に
属
し
、
会
話
部
分
に
は
括
弧
を
施
し
、
語
句
な
ど
に

関
す
る
頭
注
を
付
け
る
。
と
こ
ろ
が
、
此
書
は
作
品
順
序
や
本
文
の
文
字
使
い
に
至
る
ま
で
、
武
蔵
屋
本
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た
も

の
で

あ
る
。
三
冊
の
内
の
二
冊
を
費
や
し
て

「世
話
物
」
を
扱
う
と
こ
ろ
に
当
時
の
作
品
受
容
の
傾
向
も
窺
え
る
が
、

注
目
す
べ
き
こ
と
は
こ

　

　

ロ

ロ

の

「評
註
」
に
収
め
ら
れ
た

「世
話
物
」
が
二
十
三
編
で
あ
る
事
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の

「
評
註
」
が
収
載
し
な

い
作
は
、
武
蔵
屋
が
後

に
付
け
加
え
た

「卯
月
の
潤
色
」
で
は
な
く

「薩
摩
歌
」
で
あ

っ
た
。
現
在
で
も

「世
話
物
」

二
十
四
編
と
す
る
中
で
、
他
の
作
と
性
格

を
異

に
す
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
が
こ
の

「藤

歌
」

で
あ
(華

こ
の

「藤

歌
」
を

「世
話
物
」
か
ら
除
外

一一44一
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し
た
の
は
、
何
よ
り
美
妙
の
識
見
で
あ

っ
た
。

美
妙
も

「世
話
物
」
を
必
ず
し
も
二
十
四
編
と
限
定
し
て
は
考
え
て
い
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

「薩
摩
歌
」
を
除
外
し
た
の
は
他

の
二
十
三
編
と
比
較
し
て
作
品
と
し
て
の
性
格
が
異
な
る
と
考
え
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
美
妙
は
既
に
武
蔵
屋
本

の
枠

の
中
で
考
え
る
よ

う

に
な

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
後
に
直
接
武
蔵
屋
本
に
拠
ら
な
く
な

っ
て
も
、
武
蔵
屋
の
集
成
し
た

「世
話
物
」
は
次
々
と
継
承
さ
れ

て
い
っ
た
。
美
妙
の
よ
う
に
自
己
の
見
識
で

「
世
話
物
」
を
二
十
三
編
と
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

っ
た
に
せ
よ
、

「世
話
物
」
と
い
う
概

念

は
武
蔵
屋
が
集
成
し
た
二
十
四
編
に
従

っ
て
考
え
る
と
い
う
傾
向

は
次

第

に
明
確
に
な

っ
て
き
た
と
思
わ
れ

る
。
武
蔵
屋
が

「
世
話

物
」
を
集
成
し
た
過
程
は
忘
れ
去
ら
れ
て
い
く
が
、
武
蔵
屋
本
に
よ

っ
て
集
成
さ
れ
た

「世
話
浄
瑠
璃
」
二
十
四
編
は
、

一
つ
の
基
準
と

し
て
成
立
し
て
い
っ
た
。

「世
話
物
」
を
二
十
四
編
と
す
る
こ
と
以
外
に
も
、
武
蔵
屋
が
先
鞭
を
付
け
た
翻
刻
方
針
も
浄
瑠
璃
本
の
翻
刻

の
や
り
方
と
し
て
受
け

継

が
れ
て
い
る
。
武
蔵
屋
本
が
後
の
近
松
本
の
出
版
に
い
か
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
そ
の
誤
り
ま
で
も
が
継
承
さ
れ
て
き
た
か
と
い
う

(
15

)

こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。
た
だ
節
章
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
早
稲
田
派
と
「
帝
国
文
学
」
派
の
論
争
も
あ

っ
て
か
、

明
治
二
十
九
年
頃
か
ら
や
や
変
化
を
見
せ
始
め
る
。
明
治
二
十
九
年
二
月
の

「
早
稲
田
文
学
」
に
東
儀
季
治
が

「
音
楽
と
し
て
の
義
太
夫

節
」
と
い
う
論
を
載
せ
、
浄
瑠
璃
を
小
説
の
よ
う
に

「読
む
」
こ
と

へ
の
疑
義
を
述
べ
る
。
こ
れ
は
邦
楽

の
立
場
か
ら
の
発
言
で
あ

っ
た

が
、
研
究
的
な
立
場
か
ら
も
同
年
四
月
に
伊
原
青
々
園
が
同
じ

「早
稲
田
文
学
」
に

「
戯
曲
の
翻
刻
に
就
い
て
」
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
活
版
に
出
来
た
る
戯
曲
に
は
、

い
つ
れ
も
節
附
を
暑
し
た
り
、
成
程
木
版
の
や
う
に
綿
密
に
は
出
来
ぬ
ま
で
も
、
詞
と

か
、
歌
と
か
、
サ
ワ
リ
と
か
、
半
太
夫
と
か
く
ら
ゐ
は
記
入
し
て
貰
ひ
た
し
、
語
り
本
に
遣
う
の
で
は
な
く
、
た
ゴ
讃
む
た
め
な
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れ
ば
節
附
な
ど
は
ド
ウ
で
も
良
き
や
う
な
れ
ど
、
此
等
の
書
入
れ
は
文
句

の
出
塵
を
知
る
に
都
合
良
け
れ
ば
也
、
即
ち

一
種
の
註

釈
と
し
て
必
要
な
れ
ば
、
初
心
な
る
吾
等
は
武
蔵
屋
本
の
近
松
を
讃
み
て
此
の
希
望
ま
す
ノ
＼
切
な
り

と
、
節
章
の
記
入
の
必
要
性
を
説
く
。

「註
釈
と
し
て
必
要
な
れ
ば
」
と
い
う
事
で
は
あ

っ
た
が
、
音
曲
と
し
て
の
浄
瑠
璃
と
い
う
こ
と

が
、
こ
の
頃
か
ら
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
始
め
た
。
但
し
、
伊
原
敏
郎
が
こ
う
し
た
必
要
性
を
感
じ
た
の
も

「
武
蔵
屋
本
の
近
松
を
讃

み
て
」

で
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
こ
と
が
反
映
さ
れ
て
か
明
治
三
十
五
年
頃
か
ら
節
章
を
入
れ
た
翻
刻
も
は
じ
ま
り
、
明
治
三
十
九
年

に
は
三
木
竹
二

・
水
口

(
16

)

薇
陽
校
訂
で
節
章
を
施
し
た

『近
松
全
集
』

の
上
巻
が
刊
行
さ
れ
る
に
至
る
。
し
か
し
そ
の
本
文
の
翻
刻
方
針
に
は
武
蔵
屋
本
の
面
影
を

色
濃
く
残
す
。
節
章
は
そ
の
後
研
究
上
で
も
重
視
さ
れ

「註
釈
」
に
も
大
い
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
武
蔵
屋
本
以
来
の
浄
瑠
璃

の
享
受
の
あ
り
方
を
変
え
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か

っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

早
矢
仕
民
治
や
内
田
魯
庵
な
ど
の
手
を
離
れ
て
、
武
蔵
屋
本
の
影
響
は
近
松
研
究
の
中
に
深
く
浸
透
し
て
い
っ
た
。
種
々
の
近
松
全
集

に
翻
刻
さ
れ
る
作
品
の
数
は
そ
の
都
度
変
化
し
た
が
、
二
十
四
編
の

「世
話
物
」
が
漏
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
魯
庵
が

「世
話
浄
瑠
璃

の
形
を
具
え
た
り
」
と
し
た

「傾
城
吉
岡
染
」
が
漏
れ
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
が

(傑
作
近
松
全
集

・
日
本
名
著
全
集
な
ど
)
、

山
田
美
妙
が

「世
話
物
」
か
ら
除
外
し
た

「
薩
摩
歌
」
は
必
ず
収
載
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一46一

 

武
蔵
屋
の
功
績
は
単
に
近
松
本
の
翻
刻
を
最
も
早
く
行

っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
か

っ
た
。
新
た
な
翻
刻
方
針
に
よ

っ
て

「
読
み

易

い
」
本
文
を
提
供
と
す
る
と
共
に
、
そ
の
本
文
を

「
読
む
」
多
く
の
読
者
の
支
持
を
受
け
な
が
ら
、
可
能
な
限
り

の
熱
意
を
注
い
で

「世



話
物
」
二
十
四
編
を
集
成
し
、
近
松
浄
瑠
璃
を

「世
話
物
」
と

「時
代
物
」

に
区
分
し
た
の
で
あ
る
。

以
来
百
年
。
数
多
く
の
先
学
に
よ

っ
て
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
、
上
演
年
次
な
ど
も
厳
密
に
確
定
さ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
武
蔵
屋

本
が
、
明
治
二
十
四

・
二
十
五
年
の
間
に
作
り
上
げ
た
こ
の
枠
組
み
は
、
近
松
研
究

の
基
準
と
し
て
今
に
な
お
生
き
続
け
て
い
る
。
我
々

も
ま
た
知
ら
ぬ
内
に
、
武
蔵
屋
本
の
網
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の

「
読
み
」
ま
で
を
も
含
め

て
。

最
近
の
近
松
本
の
出
版
は
丸
本
を
な
る
べ
く
そ
の
ま
ま
に
掲
載
し
よ
う
と
す
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
は

「
丸
本
」
か
ら

「
武
蔵
屋
本
」

へ
と
経
て
き
た
過
程
を
、

「武
蔵
屋
本
」
か
ら

「丸
本
」

へ
と
、
今

一
度
戻

っ
て
考
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
近

松
の
浄
瑠
璃
を

「読
む
」
と
い
う
こ
と
は

一
体
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
、
大
き
な
岐
路
に
立

っ
て
い
る
事
を
痛
切
に
感
じ

る
。
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〔注
〕

(
1
)
祐

田
善
雄

氏

「近
松
浄
瑠
璃
七
行
本

の
研
究
」

(
「山

辺
道
」
第
八
号

『
浄
瑠
璃
史
論
考
』
所
収
)

・
阪

口
弘
之
氏

「浄

瑠
璃
本
板
株
移
譲
顛
末

覚
書
」

(
「演
劇
研
究
会
会
報
」
第
十

三
号
)

(
2
)
守
随
憲
治
他
編
著

『
国
語
国
文
学
研
究
史
大
成
十

近
松
』

・
佐
藤
彰
氏

「
『
帝
国
文
学
』
と
近
松
-
近
松
研
究
史

(
一
)
」

(
「
日
本
文
学
」

昭
和

三
十
六
年
十
月
)
な
ど

(
3
)
武
蔵
屋
本
が
刊
行
し
た

「
諸
名
家
戯
曲
傑
作
」
は

「
大
塔

宮
礒
鎧
」

(明
治
二
十

三
年
十

一
月
)

.

「心
中
二

つ
腹
帯

.
末
広
十

二
段
」

(二
十

四
年

二
月
)

・

「八
百
屋
お
七

・
高
尾

三
世
二
河
白
道
」

(
二
十
五
年
九
月
)

・

「
井
筒
屋
源
六
寒
晒

・
男
色
加
茂
侍
」

(二
十
七
年
六
月
)
の

四
点

・
七
作

品
。
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(
4
)

「伊
達
染
手
綱
』
は
、
享
保
十
七
年

の
竹
本
座

の
上
演

に
際
し

『
丹
波
与
作
待
夜
小

室
節
』
を
改
題
し
た
も

の
で

「
与
作
を
ど
り
」
の
部
分
を
欠

く
。

『
恋

八
卦
柱
暦
』
は
、
元
文
五
年
十

↓
月

の
竹
本
座
の
上
演

に
際
し

『大
経
師
昔
暦
』
を
改
題
し
た
も
の
。
こ
の
内
、

『
伊
達
染
手
綱
』
は

明
治

二
十
四
年
十
月
刊

の

「
早
稲
田
文
学
」
第

一
号
よ
り

連

載

さ
れ
る
饗

庭

篁

村

「巣

林
子
院
本

評
釈
」

で
も

「丹
波
与
作
」
と
さ
れ

る
為

に

『
丹
波
与
作
』
と
さ
れ
る

こ
と
も
多

い
が
、

『
恋
八
卦
柱
暦
』

の
方
は

『
帝
国
文
庫
』
以
下
こ
の
書
名
が
明
治
期

に
は

一
般
的
と
な

る
。

(
5
)
武
蔵
屋
本

に
は
多
く

の
場

合
、
巻
末

に
既
刊
書
と

そ
の
版
数
、
及
び
そ
の
出
版
年
月
を

記
し
た
広
告
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
藤
木

氏
も
問
題
と
さ

れ

て
い
る
よ
う

に
、

こ
の
広
告
を
全
面
的
に
信
用
す
る

こ
と
が
で
き
な

い
面
も
あ
る
が
、
武
蔵
屋
本

の
出
版

の
跡
を
考

え
る
際

の
重
要
な
資
料
と

な
る
。

(
6
)
山
田
和
人
氏

の
御
教
示
に
よ
る
。

(
7
)

「卯
月

の
潤
色
」

の
合
巻
と
し

て
の
刊
行
は
明
治
二
十

五
年
七
月

で
あ
る
が
、

「
百
合
若
大
臣
野
守
鏡
」
と

の
合
巻
と
、

「
今
宮
の
心
中
」
と

の

合
巻

の
二
種
が
出
た
よ
う

で
あ
る
。

「
百
合
若
大
臣
野
守
鏡

・
卯
月

の
潤

色
」

の
奥
書
に
あ
る
出
版

日
は

「
七
月
十
九

日
」

で
あ

る
。

「
東
京
新

報
」

の
記
事
が

「七
月
五
日
」

で
あ

る
の
で
、
あ
る
い
は

「
卯
月

の
潤
色
」
を
含
む

『
近
松
世
話
浄
瑠
璃
』

の
第
二
集

の
方
が
先
に
出
た

の
か
も

し
れ
な

い
。

(
8
)

『
新
編
大
和
文
範
』
は
明
治
二
十

四
年
五
月
刊
。
近
松
以
外

の
浄

瑠
璃
を
集
成
し
よ
う
と
意
図
し
た
も

の
。

「
御
所
櫻
堀
河
夜
討
」
以
下
六
点
を

収
め
、
各
作
者

の
略
伝
と
著
作

目
録
を
付
す
。

「
凡
例
」

に
は

「
毎
月

一
回
、
十

二
回
を
も

て
大
尾
を
為
す
」
と
す
る
が
、
第

一
冊
が
刊
行
さ
れ

た

に
終
わ
る
。
な
お
こ
の
書

で
は

「
金
平
法
問
識
」
は

「
作
者
未
詳
」
と
さ
れ

て
い
る
。

(
9
)

こ
れ
以
外
に
も
明
治
十
年

代
に
は

、
『
時
代
世
話
劇

種
本
』

(
明
治
十

四
・十

五
年
刊

歌
舞
伎
新
報
社
)
の
叢
書

の
中
に

「曾
我
会
稽
山
」

「
心

中

天
網
島
」

「
讐
生
隅
田
川
」

「
信
州
川
中
島
合
戦
」

の
近
松
作

四
点
を
含
み
、
明
治
十
六
年
頃
刊
と
推
定
さ
れ
る

『
我
自
刊
自
書
』
の
叢
書
中

に

「兼
好
法
師
物
見
車
」

「
碁
盤
太
平
記
」

「
鑓
権
三
重
帷
子
」

の
三
点

の
近
松
作
を
含
む
と
い
う

(
い
つ
れ
も
未
見
)
。

(
10
)
藤
木
氏
も
問
題
と
さ
れ

て
い
る
よ
う

に
、
後

に
武
蔵
屋
本

で

「
傾
城
反
魂

香
」
な
ど
が
単
冊
で
刊
行
さ
れ
た
よ
う
に
記
さ
れ
る
こ
と
に
は
問
題
が

あ
る
。
再
版
本

の
奥
書
に
記
さ
れ

る

「
初
版
」
の
刊
行
年
月
は
、

「
傾
城
反
魂
香
」

の
場
合

「
明
治
十
四
年
四
月
十

四
日
」
、

「
百
日
曾
我
」
は

「十

四
年
十
月
十

四
日
」
、

「
恋
八
卦
柱
暦
」
は

「
十
四
年
十

一
月
十
日
」

で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
別

に
刊
行
さ
れ
た
よ
う

に
な

っ
て
い
る
。
と
こ

ろ
が

こ
れ
ら
の
日
付

で
刊
行
さ
れ
た

「初
版
」
そ
の
も

の
を
見
る
こ
と
は
で
き
ず
、
現
存
す
る
の
は
こ
の
三
点
を
合
綴
し
た

『
近
松
著
作
全
書
』

だ
け

で
あ

る
。
収
め
ら
れ
る
順
序
も

「
百
日
曾
我

.
恋
八
卦
柱
暦

・
傾
城

反
魂
香
」

の
順
で
あ
り
、
頁
付
け
も
各
作
ご
と

に
独
立
し
て
な
く
通
し
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の
頁
付
け
で
あ

る
。
従

っ
て
、

こ
れ
ら

の
三
作

は
始
め
か
ら
合
綴
し
た
形
で
出
版
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

(
11
)
坪
内
遣
遙
の
書
き
込
み
の
あ
る
武
蔵
屋
本
が
早
稲
田
演
劇
博
物
館
に
あ

る
と

い
う
。
未
見
で
あ
る
が
、
藤
木

氏
の
紹
介

に
よ
れ
ば
、

「
世
話
物
」

十
九
編
を
合
綴
し
た
も
の
で
、
妥
当

で
な

い
漢
字
を
改
め
、
台

詞
部
分

に
印
を
付
け
、
更
に

一
部

に
短
評
も
書
き
添

え
る
と
い
う
。
た
だ
惜
し

い

こ
と
に
そ
の
上
部
が
裁
断
さ
れ

て
い
る
。
遣
遙
が
武
蔵
屋
本
で
作

品
を

「
読
ん
だ
」

こ
と
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料

で
あ
る
。

(
12
)
篁
村
は

「
世
話
物

の
由
来
」

(
「
早
稲
田
文
学
」
明
治

二
十
九
年
九
月
)

の
中
で
、

「
世
話
物
心
中
物
は
近
松

の
創
意

に
あ
ら

で
」
こ
れ
よ
り
先

に

「祭
文
語
」

「讃

賞
」

「
芝
居
」
が
あ

っ
た
と
す
る
。

こ
の
事

な
ど
か
ら
篁
村

は

「
今

の
出
来
事
を
今
作

る
」
も

の
を

「
世
話
物
心
中
物
」
と

考
え
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
、

こ
れ
は
現
在

の

「
世
話
物
」
の
概
念
と

ほ
ぼ
近
い
。

(
13
)
注
2
に
挙
げ
た

『
研
究
史
大
成
近
松
』
な
ど
は
、

い
ず
れ
も
明
治

三
十
年

の
出
版
と
す

る
。
但
し
、
岡
崎
屋
書
店
版

や
文
修
書
房
版

・
崇
山
堂
版

な
ど
多
く

の
種
類
が
あ

る
よ
う
で
あ

り
、

そ
の
版
歴
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
。

(14
)

『
シ

ン
ポ
ジ
ウ

ム
日
本
文
学
近
松
』
第

四
章

(15
)
近
石
泰
秋
氏

「
近
松
研
究

の
諸
問
題
」

(
「
言
語
と
文
芸
」

昭
和

三
十
⊥
ハ
年

一
月
)

(16
)
青
木
稔
弥
氏

「
「改

訂
」
か
ら

「
原
作
」

へ
の

『
近
松
全
集
』
1
遣
遙

・
鴎
外

・
露
伴

・
篁
村
の
序
文
な
ど
ー
」

(文
林
第
二
十

一
号

昭
和
六

十

一
年
十
二
月
)

〔付
記
〕
本
稿
を
成
す

に
あ
た

っ
て
、

土
田
衛
先
生

・
山
田
和
人
氏
よ
り
示
教
を

い
た
だ

い
た
。
記
し
て
謝
意
を
評
す
る
も

の
で
あ
る
。

本
稿
は
松
蔭
女
子
学
院
大
学
特
別
研
究
助
成
に
よ
る
青
木
稔
弥
氏
と
の
土
ハ同
研
究

「
近
代

に
お
け
る
近
松
作

品
受
容

の
基
礎
的
研
究
」

の

一
部

で
あ
る
。
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